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―キャリア発達を支援する自立活動を通して― 
 

 

【研究の概要】 
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2018 年４月より，高等学校における通級による指導が制度化された。高等学校を社会に出

る前の最後の出口とする生徒がいる中で，高等学校段階におけるキャリア発達を支援する教育

は特に重要であり，個に応じた支援の必要性が求められている。そこで本研究では，キャリア

発達を支援する視点に基づいた，通級による指導である自立活動を通して，生徒が自己の特性

を理解し，困難を改善・克服するための方法を提示し，高等学校における通級による指導の充

実に役立てるものとする。 
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Ⅰ 研究主題 

高等学校における通級による指導の充実に関する研究 

－キャリア発達を支援する自立活動を通して－ 

 

Ⅱ 主題設定の理由         

     高等学校における通級による指導は，2018年度より実施が可能となった。制度化にあたり，文部科

学省は，2016年12月，「学校教育法施行規則の一部を改正する省令」及び「学校教育法施行規則第140

号の規定による特別の教育課程について定める件の一部を改正する告示」を公布した。これにより，

小学校，中学校，義務教育学校の前期課程において実施されている通級による指導が，高等学校及び

中等教育学校の後期課程においても実施できるようになった。今年度は，45都道府県５指定都市123

カ所（文部科学省，2018）で行われ，本県では，紫波総合高等学校で実施となり，今後の動向が注目

されている。 

  高等学校における支援を必要とする生徒については，小・中学校における通常の学級に在籍する支

援を必要とする生徒の割合が6.5％（文部科学省，2012）であることから，高等学校進学率が98.8％

（文部科学省，2018）であることを踏まえて，高等学校においても一定程度在籍していると考えるこ

とができる。一方，これまでの学校生活では支援を必要としなかった生徒が，進路選択に直面して，

不安や困難を抱えるケースは少なくない。進路選択や進路指導にきめ細かな支援を必要とする生徒を

含めれば，支援を必要とする生徒の割合は増えると推測する。特に就職においては，就職に至るまで

の企業選択・応募・受験・採否後の取組等が未知の体験であること，これらの過程や就労時において

自己の在り方生き方に向き合う必要があるという点で，よりきめ細かな支援が必要とされる。本県の

高等学校卒業者の就職内定率は，希望者の98.8％（岩手労働局，３月発表，2018）と好調である反面，

３年以内の離職率が41.4％（いわてで働こう推進協議会，2017）と，全国同様に離職率は高止まりの

傾向が見られる。高卒者が離職した理由を見ると，「人間関係がつらい」（国立教育政策研究所，2013）

「仕事上のストレス」（いわてで働こう推進協議会，2017）等があり，就職後にもさまざまな困難を

抱えている状況が読み取れる。 

このような課題への対応として，キャリア発達の視点に基づくきめ細かな個に応じた支援が効果的

であると考える。キャリア発達は，「社会の中で自分の役割を果たしながら，自分らしい生き方を実

現していく過程」（中央教育審議会，2011）であり，個々の子ども・若者について「きめ細かに支え

ていく」ことや，自己の抱える困難さについて理解を深め，困難を「乗り越えるための能力や対処方

法を身に付ける」とされている。キャリア発達を促す教育は，キャリア教育として全ての生徒を対象

とした学校の教育活動全体を通して通常の教育課程の中で行われている。しかしながら，生徒の中に

はそうした学びを踏まえてもなお自立や社会参加に向けてキャリア発達が十分に促されず，さまざま

な困難さを抱えている生徒がいると考えられる。そうした生徒に対し，必要な段階を踏まえた上で，

特別の教育課程を編成し，キャリア発達を支援する教育の視点を取り入れながら，自立や社会参加に

向けて個に応じた学びを保障していくことは，近年のインクルーシブ教育システムの推進の報告（中

央教育審議会，2012）における，「多様な学びの場」の用意という観点からも意義を見出すことができ

る。 

そこで本研究では，キャリア発達の視点に基づく支援の一つとして，キャリア発達を支援する自立

活動の在り方について，提示したい。「多様な学びの場」の一つである通級による指導は，自己の特

性を理解し，困難を主体的に乗り越えるための知識や態度を学ぶ場である。キャリア発達の視点から，

対象生徒の困難さや課題を整理し，対象生徒自らが，キャリア発達を踏まえた自己の課題を意識して

改善する取組を行うことにより，在学中の就職活動はもとより，就職後に出会う困難さに対応するこ

とができるのではないかと考える。そのための学びとなる，高等学校における通級による指導の在り

方について明らかにしたい。 

 

Ⅲ 研究の目的  
  通級による指導の対象生徒が，学習上または生活上の困難を主体的に改善・克服し，自立と社会参加に向

けて必要な力を身に付ける指導・支援の充実を図り，高等学校における通級による指導の充実に役立てる。 

 
Ⅳ 研究の目標 

対象生徒が，通級による指導である自立活動を通して，キャリア発達を踏まえた自己の特性を理解
し，困難さを主体的に改善・克服するための方法を明らかにする。教員が，キャリア発達を支援する
自立活動について，イメージを持てるよう，指導の方法や留意点を，資料としてまとめ，提示する。 
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Ⅴ 研究の見通し 

  高等学校における通級による指導の実施予定校の視察や諸文献等を参考に，対象生徒の状況を踏ま

えた自立活動の指導・支援の方法を考案する。実践ベースとして，個別の指導計画に基づいた自立活動の学

習の展開を考え，分析と考察を行い，対象生徒の様子等を事例として資料にまとめる。理論ベースとして，

キャリア発達を支援する通級による指導の授業の構想並びに教材を「サンプルパッケージ」として作成す

る。 

 

Ⅵ 研究の構想 

 １ 高等学校における通級による指導の充実に関する研究についての基本的な考え方 

(1) 通級による指導について 

1993年に制度化された，小学校・中学校における通級による指導の対象生徒数は，年々増加し， 

98，311人（文部科学省，2016）を数えた。通級による指導とは，「通常の学級に在籍し，通常の

学級での学習に概ね参加でき，一部特別な指導を必要とする児童生徒に対して，各教科の指導は

通常の学級で行いながら，障がいに応じた特別な指導を，個別または少人数で行う指導の形態」

（岩手県教育委員会，2018）である。25年経過した今年度，高等学校または中等教育学校後期課

程における通級による指導が制度化された。制度化の経緯は，2007年の学校教育法の一部改正に

より，高等学校等において特別支援教育がスタートしたことに始まる。また，近年のインクルー

シブ教育システム構築の推進の中で，多様な学びの場を用意する観点から，高等学校における通

級による指導の動向が注目されている。高等学校における通級による指導の対象は，初めての取

組となることから，体制・運用等でさまざまな準備が必要となる。【表１】は，「通級による指導」

制度設計（文部科学省，2016）である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【表１】「通級による指導」の制度設計  

(文部科学省，「高等学校における通級による指導の制度化及び充実方策について」) 
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通級による指導は，     

「（特別の指導を）教育 

課程に加え，またはそ 

の一部に替える｣（文部 

科学省，2018）もので 

あり，「教育課程上の特 

例となることから，教 

育課程の編成を行う各 

学校の校長が，対象と 

なる児童生徒の実態把 

握等を適切に行った上 

で判断」（文部科学省， 

2018）して，学校教育 

法施行規則第140条の 

規定に基づき，編成さ 

れるものとされている。 

加える場合【図１】は， 

生徒全員に適用されるものとして配当された教科・科目等に加えて実施することを指す。替える 

場合【図２】は，全ての生徒が履修する必履修教科・科目等はそのまま受け，選択教科・科目の 

一部を対象生徒について  

は自立活動に相当する指導 

に替えて行うことを指し， 

「授業時間として代替する」 

（文部科学省，2018）という 

意味を持つ。「加える」又は 

「替える」により，特別な 

指導を受けた場合の，修得 

単位数は，年間７単位を超 

えない範囲で，修了を認め 

るに必要な単位数のうちに 

加えることができる（文部 

科学省，2016）。 

対象生徒は，小学校 

・中学校と同様であり，

学校教育法施規則第73

条の21項第１項に該当

する言語障がい，自閉症，情緒障がい，弱視，難聴，学習障がい，注意欠陥多動性障がい，その

他の障がいのある者と定められている。対象となる生徒は各教科等の授業を通常の学級で受けつ

つ，個々の障がいによる学習上，生活上の困難を改善・克服するための特別の指導を，特別の場

で受けることができる。特別な指導は，特別支援学校の学習指導要領を参考にし，「自立活動」

の内容を取り入れる等して，個々の障害の状態に応じた具体的な目標や内容を定めて指導を行い，

【図２】特別の指導を教育課程の一部に替える場合 

（岩手県教育委員会， 

「高等学校における「通級による指導」の手引き」） 

【図１】特別の指導を教育課程に加える場合 

※新学習指導要領では，総合的な学習の時間は，総合的な探究の

時間に変わる。 
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「特に必要があるときは，障害の状態に応じて各教科の内容を取り扱いながら行うことができる」

（文部科学省，2016）とされており，従前の「障害の状態に応じて各教科の内容を補充するため

の特別の指導を含むもの」という内容は変更され，教科の補充が第一義ではないことに留意する。

一方，特別な場とは，通級による指導を行う場である。なお，通級による指導の対象生徒につい

ては，「医学的な診断の有無のみにとらわれることのないよう留意し，総合的な見地から判断す

ること」（文部科学省，2018）とされている。 

実施形態としては３種類あり，生徒が在学する学校において指導を受ける自校通級，他の学校

に週何単位時間か定期的に通級し指導を受ける他校通級，通級による指導の担当教員が該当する

生徒がいる学校に赴き，または複数の学校を巡回して指導を行う巡回通級である。それぞれの特

色や学校・地域の実情を踏まえ，効果的な実施形態を選択することが必要である。   

高等学校における通級による指導は，2018年度は，45都道府県５指定都市123カ所（文部科学

省，2018）で行われている。本県では，紫波総合高等学校で実施となり，学校設定教科ソーシャ

ルスキルにおける学校設定科目ソーシャルスキル基礎（１年生全員が受講）をベースとして，対

象生徒には，２年生でソーシャルスキルＡ，３年生でソーシャルスキルＢが自立活動として各２

単位で実施されることとなった。 

(2) 自立活動 

通級による指導は，特別な教育課程の編成により行われるものであり，2016年12月に学校教育 

法施行規則一部改正により「障害による学習上又は生活上の困難を改善し，又は克服することを 

目的とする指導とし，特に必要があるときは，障害の状態に応じて各教科の内容を取り扱いなが 

らできるものとすること」として，自立活動にて行うことが明確化された。 

自立活動は，授業時間を特設して行う自立活動の時間を中心として，各教科等においても自立 

活動の指導と密接な関連を図って行われなければならない。また，高等学校新学習指導要領（2018，

以下 新学習指導要領という）においては，障がいのある生徒について，「家庭，地域及び医療

や福祉，保健，労働等の業務を行う関係機関との連携を図り，長期的な視点で生徒への教育的支

援を行うために，個別の教育支援計画を作成し活用することに努める」とともに「個々の生徒の

実態を的確に把握し，個別の教育支援計画や個別の指導計画を作成し，効果的に活用するもの」

とされている。さらに，「特に，通級による指導を受ける生徒については，個々の生徒の障害の

状態等の実態を的確に把握し，個別の教育支援計画や個別の指導計画を作成し，効果的に活用す

る」としており，通級による指導における２つの指導計画の作成並びに活用は，必須事項と捉え

る。なお，特別支援学校教育要領・学習指導要領解説自立活動編（2018，以下 新特別支援学校

学習指導要領解説という)における「今回の改訂の要点」では，個別の指導計画の作成について，

「実態把握から指導目標（ねらい）や具体的な指導内容の設定までの手続きの中に「指導すべき

課題」を明確にすること」が新たに示されている。また，指導内容としては，「個々の児童又は

生徒に対し，自己選択・自己決定する機会を設けることによって，思考・判断・表現する力を高

めることができるような指導内容を取り上げること」や「個々の児童または生徒が，自立活動に

おける学習の意味を将来の自立や社会参加に必要な資質・能力との関係において理解し，取り組

めるような指導内容を取り上げること」が示された。さらに，通級による指導においては，「各

教科と通級による指導の関連を図るなど，教師間の連携に努めるものとする」ことが新たに示さ

れている。 
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自立活動の目標は以下のとおりである。 

個々の児童または生徒が自立を目指し， 

障害による学習上又は生活上の困難を 

主体的に改善・克服するために必要な知識，技能，態度及び習慣を養い， 

もって心身の調和的発達の基盤を培う。 

このことから，自立活動の指導は，「障がいによる学習上または生活上の困難を主体的に改善・

克服しようとする取組を促す教育活動」であり，一人一人の生徒の実態に対応した活動は，生徒

自らの主体性に基づく活動である必要性が分かる。 

自立活動の指導は，「実態把握に基づき，指導すべき課題を明確にすることによって，個別に

指導目標（ねらい）を達成するために，学習指導要領等に示されている内容から必要な項目を選

定し，それらを相互に関連付けて設定されるもの」である。 

具体的な指導内容は，人間としての基本的な行動を遂行するために必要な要素と，障がいによ

る学習上または生活上の困難を改善・克服するために必要な要素で構成されており，それらの代

表的な要素としての27項目を，６つの区分に整理したものである。６つの区分は，「健康の保持」

「心理的な安定」「人間関係の形成」「環境の把握」「身体の動き」「コミュニケーション」であり，

６つの区分の下にそれぞれ３～５の項目が示されている。 

６区分27項目（現行の特別支援学校学習指導要領解説自立活動編は26項目）は，【表２】のと

おりである。 

【表２】自立活動の区分と項目 

（文部科学省，「特別支援学校教育要領・学習指導要領解説 自立活動編」） 

区 分 項 目 
１ 健康の保持 (1) 生活のリズムや生活習慣の形成に関すること 

(2) 病気の状態の理解と生活管理に関すること 

(3) 身体各部の状態の理解と養護に関すること 

(4) 障害の特性の理解と生活環境の調整に関すること（新設） 

(5) 健康状態の維持・改善に関すること 

２ 心理的な安定 (1) 情緒の安定に関すること 

(2) 状況の理解と変化への対応に関すること 

(3) 障害による学習上または生活上の困難を改善・克服する意欲に関すること 

３ 人間関係の形成 (1) 他者とのかかわりの基礎に関すること 

(2) 他者の意図や感情の理解に関すること 

(3) 自己の理解と行動の調整に関すること 

(4) 集団への参加の基礎に関すること 

４ 環境の把握 (1) 保有する感覚の活用に関すること 

(2) 感覚や認知の特性についての理解と対応に関すること（改訂） 

(3) 感覚の補助及び代行手段の活用に関すること 

(4) 感覚を総合的に活用した周囲の状況についての把握と状況に応じた行動に関すること（改訂） 

(5) 認知や行動の手掛かりとなる概念の形成に関すること 

５ 身体の動き (1) 姿勢と運動・動作の基本的技能に関すること 

(2) 姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用に関すること 

(3) 日常生活に必要な基本動作に関すること 

(4) 身体の移動能力に関すること 

(5) 作業に必要な動作と円滑な遂行に関すること 

６ コミュニケー 

ション 

(1) コミュニケーションの基礎的能力に関すること 

(2) 言語の受容と表出に関すること 

(3) 言語の形成と活用に関すること 

(4) コミュニケーション手段の選択と活用に関すること 

(5) 状況に応じたコミュニケーションに関すること 
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６つの区分は従前と同様であるが，発達障がいを含めた多様な障がいや状態に応じた指導の一層の充

実のため，「１ 健康の保持」に１項目が新設され，「４ 環境の把握」の(2)と(4)の項目が改訂された。

各教科が学習指導要領に示された内容のすべてを指導すべき内容として示した基準であるのに

対し，自立活動の内容は，区分ごと示された内容の中から，対象生徒に必要な項目を選定し，そ

れらを相互に関連づけて具体的な内容を設定することになる。そのため，指導にあたっては，対

象生徒の困難さを改善・克服するためにどの区分のどの項目から具体的な指導をするか，指導の

姿がどうなっていけばよいか等「見立て」が重要になってくる。対象生徒は，「見立て」に基づ

いた通級による自立活動を通して，困難さを主体的に改善・克服できるようになると考える。 

(3) 高等学校における通級による指導の実践事例 

    文部科学省では，2014年度から2016年度にかけて「高等学校における個々の能力・才能を伸ば

す特別支援教育充実事業」を延べ22校で行った。通級による指導のモデルとなる事例を，高等学

校における「通級による指導」実践事例集（文部科学省，2017）として，まとめている。    

各校の報告内容は，対象生徒決定，個別の指導計画の作成及び指導の評価，指導体制・校内研

修，教育委員会の取組等，多岐にわたる。その中から自立活動の６つの区分の中のどの内容につ

いて指導したものかがが示されているものを中心に，一部を抜粋し，【表３】に示す。 

【表３】通級による指導 実践事例 

（文部科学省，「高等学校における「通級による指導」実践事例集」より一部抜粋） 

学校名 自立活動の区分 具体的指導内容 

北海道上士幌高等学校 心理的な安定 

身体の動き 

コミュニケーション 

ソーシャルスキルトレーニング 

上高カフェ 等 

青森県立北斗高等学校 心理的な安定 

人間関係の形成 

コミュニケーション 等 

認知機能強化のトレーニング 

ビジョントレーニング 

ソーシャルスキルの指導 等 

千葉県立佐原高等学校 身体の動き 身体バランス・歩行 

協調運動（ボール等）等 

神奈川県立釜利谷高等学校 コミュニケーション 等 求人票学習 

面接試験対策 

礼状指導 等 

大阪府立岬高等学校 健康の保持 

コミュニケーション 等 

白杖体験 

点字の学習 

視覚補助具の実習 

これらの報告からは，高等学校における自立活動の内容の多様さ，幅の広さを感じることがで

きる。それは同時に多様な生徒が在籍していることを意味する。指導の対象についても，入学間

もない１年生を対象としたものから，就職間際の３年生を対象としたもの，指導の形態について

は，複数名や小集団を対象としたものから，マンツーマンと思われるもの等，さまざまな実践が

見られた。 

(4) 高等学校における指導上の課題 

ア 新学習指導要領に示された高等学校における特別な配慮を必要とする生徒への指導 

新学習指導要領においては，「特別な配慮を必要とする生徒への指導」が，初めて項立てさ 

れた。その中では次のことが示されている。 



7 

 

１ 障害のある生徒などについては，特別支援学校等の助言または援助を活用しつつ，個々

の生徒の障害の状態等に応じた指導内容や指導方法の工夫を組織的かつ計画的に行う。 

２ 障害のある生徒に対して，特別の教育課程を編成し，障害に応じた特別の指導（以下「通

級による指導」）を行う場合には，特別支援学校高等部学習指導要領に示す自立活動の

内容を参考とし，指導する。 

３ 障害のある生徒などについては，関係機関との連携を図り，個別の教育支援計画を作成

し活用することに努めるとともに，個別の指導計画を作成し活用に努めること。特に通

級による指導を受ける生徒については，個別の教育支援計画や個別の指導計画を作成

し，効果的に活用する。 

新しく示されるのは，通級による指導，長期的な視点での関係機関との連携，個別の教育支

援計画並びに個別の指導計画の作成等である。高等学校段階における特別支援教育に関わる事

柄が具体的に明示されたことは，意義深いと言える。 

イ 高等学校における進路 

平成30年度の学校基本調査（文部科学省，2018）によれば，高等学校進学率は98.8％であり，

高等学校卒業後に大学・短期大学・専門学校へ進学する生徒は約７割と多い一方で，高等学校

卒業生の２割にとっては，社会に出る前の最後の出口となっている。本県においては約３割の

生徒が就職しており（岩手県政策地域部，2018），若い年齢で就職する人が全国平均よりも割

合として多い。そこで，高等学校においては，キャリア教育の視点がより重要なものとなると

考え，高等学校におけるキャリア教育の現状と課題について触れることとする。 

ウ キャリア教育の変遷 

「社会的・職業的自立を促し，学校から社会・職業へ円滑に移行すること」（中央教育審議会， 

2011）を目指すキャリア教育は，約20年にわたりその重要性が示されてきた。社会に出る前の

最後の出口となる高等学校では，特にキャリア教育の充実が求められていると言える。 

新学習指導要領総則においては，「社会的・職業的自立に向け，必要な基盤となる資質・能

力を身に付けていくことができるよう，特別活動を要としつつ各教科等の特質に応じて，キャ

リア教育の充実を図ること」と示されており，小学校から高等学校までの各段階でキャリア教

育を行うこととされている。要とされている特別活動は，「人間としての在り方生き方につい

ての自覚を深める場」であり，自立に向けた資質・能力を身に付けていくことができるよう，

人間としての在り方生き方について自覚を深める場等を活用することとなっている。また，児

童生徒が自らの学習活動等の学びのプロセスを記述し，振り返ることができるポートフォリオ

的教材である「キャリア・パスポート（仮称）」を作成し，小学校から高等学校までの「学び

の記録」として活用することが求められている（中央教育審議会，2016）。 

キャリア教育は，「一人一人の社会的・職業的自立に向け，必要な基盤となる能力や態度を

育てることを通して，キャリア発達を促す教育」（中央教育審議会，2011）とされている。キ

ャリア教育の登場は1999年であるが，その後定義の見直しが行われ，職業に関する知識や技能

を身に付けさせるキャリア教育から，キャリア発達を支援するキャリア教育へと変化している。 
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【表４】キャリア教育の定義の変遷 

年 答申・報告書の名称 定義 

1999 中央教育審議会 

初等中等教育と高等教育の接続の改

善について（答申） 

「望ましい職業観・勤労観及び職業に関する知識や技能を身に付

けさせるとともに，自己の個性を理解し，主体的に進路を選択す

る能力・態度を育てる教育」 

2004 キャリア教育の推進に関する総合的

調査研究協力者会議報告書 

 

端的には「児童生徒一人一人の勤労観，職業観を育てる教育」 

「児童生徒一人一人のキャリア発達を支援し，それぞれにふさ

わしいキャリアを形成していくために必要な意欲・態度や能力

を育てる教育」 

2011 今後の学校におけるキャリア教育・職

業教育の在り方について（答申） 

「一人一人の社会的・職業的自立に向け，必要な基盤となる能

力や態度を育てることを通して，キャリア発達を促す教育」 

エ キャリア発達と育成する能力  

キャリア教育は，2004年報告を踏まえた2011年の定義によると，「キャリア発達を促す教育」 

とされている。促すとされるキャリア発達は，「社会の中で自分の役割を果たしながら，自分 

らしい生き方を実現していく過程」（中央教育審議会，2011）と示されている。 

キャリア発達は，各学校段階で求められる発達課題【表５】があり，これは，2011年の答申

より10年近く前の2002年に出されたものであるが，「『基礎的・汎用的能力』の目標設定のため

の議論の糸口の一つとして活用」（文部科学省，国立教育政策研究所，2014）するものとして，

その後に出された「高等学校キャリア教育の手引き」（文部科学省，2011）等にも載っている。

これによれば，小学校段階では自己や他者への関心を育て，身の回りの仕事等への関心を高め

ること，中学校段階では，自己理解と自己有用感をもち，興味・関心に基づく職業観・勤労観

を育てること，そして高等学校段階では，自己理解の深化，職業観・勤労観の確立・将来設計

の立案と社会移行の準備，進路の吟味，等である。高等学校段階では，社会での自立を意識し

た発達課題を位置付けている。 

【表５】学校段階別に見た職業的（進路）発達段階，職業的（進路）発達課題 

(国立教育政策研究所，「児童生徒の職業観・勤労観を育む教育の推進について」) 

 

キャリア発達は各段階で示されている課題がある一方で，個によって異なるとされる。2011

年の答申によれば，キャリア発達は，個々の子ども・若者でれぞれ異なるため，「一人一人の

キャリア発達を促すよう，きめ細かく暖かく支えていくこと」（中央教育審議会，2011）が示

されている。このことからキャリア発達には，各段階での発達課題を踏まえつつも，個に応じ
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た支えが重要であることが分かる。 

また，キャリア発達を促す教育であるキャリア教育で育成すべき力は，「基礎的・汎用的能

力」とされている（文部科学省，2011）。基礎的・汎用的能力は，「人間関係形成・社会形成能

力」，「自己理解・自己管理能力」，「課題対応能力」，「キャリアプランニング能力」の４つの能

力（以下，４能力）によって，構成されている【表６】。 

【表６】基礎的・汎用的能力 

 （中央教育審議会，「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について（答申）」） 

基礎的・汎用的能力 ４能力 

人間関係形成・社会形成能力 

 多様な他者の考えや立場を理解し，相手の意見を聴いて自分の考えを正確に伝えることができるとともに，

自分の置かれている状況を受け止め，役割を果たしつつ他者と協力・協働して社会に参画し，今後の社会を

積極的に形成することができる力 

自己理解・自己管理能力 

自分が「できること」「意義を感じること」「したいこと」について，社会との相互関係を保ちつつ，今後

の自分自身の可能性を含めた肯定的な理解に基づき主体的に行動すると同時に，自らの思考や感情を律し，

かつ，今後の成長のために学ぼうとする力 

課題対応能力 

 仕事をする上での様々な課題を発見・分析し，適切な計画を立ててその課題を処理し，解決することができる力 

キャリアプランニング能力 

 「働くこと」の意義を理解し，自らが果たすべきさまざまな立場や役割との関連を踏まえて「働くこと」

を位置付け，多様な生き方に関する様々な情報を取捨選択・活用しながら，自ら主体的に判断してキャリア

を形成していく力 

この４能力は，「４領域８能力の枠組み」（国立教育政策研究所，2002）を，その後に提唱さ

れた他省の類似性の高い能力論を踏まえて，再構築したものであり，これらの能力は「包括的

な能力概念」であるが，「必要な要素をできる限り分かりやすく提示する」という観点でまと

められたものであり，これらの能力は，「相互に関連・依存した関係」にあり，「すべてのもの

が同じ程度あるいは均一に身に付けることを求めるものではない」のである。 

なお，本県においては，この「基礎的・汎用的能力」が発表される１年前に，「いわてキャ

リア教育の手引き」（岩手県，2010）によって「いわてキャリア教育指針」が示され，「総合生

活力」と「人生設計力」の２つの能力（以下，２能力）が示されている【表７】。 

【表７】「いわてのキャリア教育」で育成する力 

（岩手県教育委員会，「いわてキャリア教育の手引き－キャリア教育の推進に向けて－」） 

「いわてのキャリア教育」で育成する力 ２能力 

総合生活力 児童生徒が将来の社会人・職業人として自立して生きるために必要な能力 

人生設計力 児童生徒が主体的に人生計画を立て，進路を選択し，決定できる能力 

その後，2011年の答申を受け，翌年には，「いわてが目指すキャリア教育 ※リーフレット」

（岩手県，2012）にて【表８】のように，中央教育審議会の「基礎的・汎用的能力」である４

能力と本県の２能力の具体の要素について，まとめて整理している。 
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【表８】「基礎的・汎用的能力」と「総合生活力」「人生設計力」の具体の要素 

（岩手県教育委員会，「いわてが目指すキャリア教育」リーフレット） 

 

 

これによれば，文部科学省による基礎的・汎用的能力とされる４能力と本県における２能力

はおおむね，重なることが分かる。本県における２能力の捉えは，基礎的・汎用的能力に，「社

を把握する力」としての現代社会の理解や，「健康・体力」としての基本的生活習慣の確立な

どを追加したものである。 

本研究では，基礎的・汎用的能力の４能力は，高等学校生段階のキャリア発達に必要な内容

を捉えやすい語句となっていることから，基礎的・汎用的能力の４能力を用いていく。一方，

本県においては，総合生活力と人生設計力が浸透している実態から，基礎的・汎用的能力の４

能力といわてのキャリア教育の２能力を，次項のように大枠で捉え，いわての２能力について

は，可能な限り併記するという形をとる。 

本研究における 基礎的・汎用的能力 ４能力といわてのキャリア教育 ２能力の捉え 

自己理解・自己管理能力            

課題対応能力                 

人間形成・社会形成能力 
キャリアプランニング能力             

オ キャリア発達と体験活動 

基礎的・汎用的能力育成は，その１つずつの能力に焦点化して育成するという方法が見られ

る中で，この４能力を一連の流れの中で育成していると考えられる高等学校の実践例も見られ

る。その例として，大阪府立布施北高等学校普通科の学校設定教科「デュアル」の科目として

の企業や施設で実習を行う「デュアル実習」（６単位）があり，これは職場体験を年間を通じ

て週１回を時間割に組み込み，基礎的・汎用的能力である４能力を地域等との連携を図りなが

人生設計力 

総合生活力 
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ら育てている好例と言える。 

布施北高等学校で見られるような体験活動は，「自分の身体を通して実地に経験する活動」

であり，「子どもたちがいわば身体全体で対象に働きかけ，かかわっていく活動」（文部科学省，

2005）である。体験活動の種類としては，「対象となる実物に実際に関わっていく直接体験の

ほか，インターネットやテレビ等を介して感覚的に学びとる間接体験，シミュレーションや模

型等を通じて模擬的に学ぶ擬似体験」がある。しかし，「間接体験や擬似体験の機会が圧倒的

に多くなった今，子どもたちの成長にとって負の影響を及ぼしていることが懸念」されており，

今後の教育において重視されなければならないのは，「ヒト・モノや実社会に実際に触れ，か

かわり合う直接体験」である。また，体験活動の効果には【図３】の８つがあるとされており

（文部科学省，2005），体験活動はさまざまな能力育成に役立つことが分かる。キャリア教育

の実践には，特に小学校・中学校段階における取組において，体験活動を通して学ぶものが多

く見られるが，それらを踏まえて，高等学校段階でも｢インターンシップ｣「職業人インタビュ

ー」「奉仕・ボランティア活動」等を実施することにより，「仕事や働くことへの関心が向上す

る」「前向きに自己の将来を設計することができる」等の期待される効果が得られるとされる

（文部科学省，2011）。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   カ 高等学校における就職にかかわる現状 

高等学校の生徒の現状をキャリア教育やキャリア発達の視点で捉えれば，その課題にはさま

ざまなものが挙げられる。本研究では，高等学校が最後の出口となる就職者の状況について，

取り上げる。 

  高等学校における就職活動は，1947年に施行された職業安定法により，学校が公共職業安定

所である通称ハローワークから業務を委託され，学校を通じて書類等をやりとりする。高等学

校生の就職のスケジュールは以下のとおりである（文部科学省，2018）。 

 

 

 

 

【図３】体験活動と基礎的・汎用的能力とキャリア発達（イメージ図） 

キ
ャ
リ
ア
発
達 

基礎的・汎用的能力 ４能力 

いわてのキャリア教育 ２能力 

 

 

  

自己理解・自己管理能力 

課題対応能力 

人間形成・社会形成能力 

 

 

 

 

キャリアプランニング能力 

体験活動の効果 

 

① 現実の世界や生活などへの 

興味・関心，意欲の向上 

② 問題発見や問題解決能力 

の育成 

③ 思考や理解の基盤づくり 

④ 教科等の「知」の総合化と 

実践化 

⑤ 自己との出会いと成就感や自

尊感情の獲得 

⑥ 社会性や共に生きる力の育成 

⑦ 豊かな人間性や価値観の形成 

⑧ 基礎的な体力や心身の健康の

保持増進 

総合生活力 

人生設計力 
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６月１日   ハローワークによる求人申込書の受付開始  

（※2017年度より６月１日が受付開始）（厚生労働省，2017） 

    ７月１日    企業による学校への求人申込及び学校訪問開始 

    ９月５日    学校から企業への生徒の応募書類提出開始 

    ９月16日    企業による選考開始及び採用内定開始 

(文部科学省，「平成31年３月新規高等学校卒業者の就職に係わる推薦及び選考開始期日等について」) 

現状として，企業選びや応募前職場見学・履歴書の志望動機を書く等の活動を，求人票の学

校受付後の７月１日から就職試験の応募書類を提出する９月初旬までに行わなければならな

いこと，学業優先や公平性確保の観点から一人一社制の慣行があり，複数応募解禁時期は，都

道府県により異なるが，本県においては10月より複数応募解禁となることから，９月に応募す

る際には，求人票の学校受付開始から１カ月足らずで一社に絞らなければならない等，短期間

で，重大な決断を迫られているのが，高卒求人の実際である。また，この流れに乗り遅れた場

合は，就職活動の次の流れは概ね10月以降となり，求人数を満たした企業は求人を取り下げる

ため，結果的に選べる企業が減る可能性があること等も危惧される。 

キ 調査から見える現状と課題  

平成30年度の「子ども若者白書」（内閣府，2018）では，特集として，「就労等に関する若者

の意識調査」（有効回答数10，000）が掲載されており，キャリア教育・職業教育の効果につい

ての問いでは，「働くことの大切さが分かった」や「コミュニケーションスキルの重要性が分

かった」と回答した人が６割を超えていた。このことから，キャリア教育・職業教育を受講し

たことのある人は，働くことやコミュニケーションに関する学びに効果を感じている若者が多

いことが推察できる。 

一方で，働くことに関する不安についての問いでは，「十分な収入が得られるか」「老後の年

金はどうなるか」「きちんと仕事ができるか」「仕事と家庭生活の両立はどうか」「勤務先での

人間関係はうまくいくのか」に不安を感じている人は７割を超えており，平成23年の調査と比

較すれば，不安な割合は全ての項目で減少しているものの，若者の多くが働くことについて不

安を感じていることが読み取れる。 

また，【表９】に示した離職を経験した若者等に対する調査である，「高等学校政策全般の

検証に基づく高等学校に関する総合的研究報告書」（国立教育政策研究所，2014）における「一

次就職先の主たる離職理由」（有効回答数156）では，「職場の人間関係がつらい」が最も多く，

次いで，「仕事がきつい・ストレスが大きい」が多かった。 
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【表９】一次就職先の主たる離職理由 

   （国立教育政策研究所，「高等学校政策全般の検証に基づく高等学校に関する総合的研究」） 

 

一方，本県の離職に関わる「岩手県の若年者雇用動向調査結果」（いわてで働こう推進協議

会，2018）では（有効回答数897），高等学校卒業者の初めて働いた企業を辞めた理由としては，

「仕事上のストレス」が最も高く，次いで「人間関係がよくなかった」と「労働時間・休日・

休暇の条件がよくなかった」が同率で２番目となった。３つの調査から，早期離職した高等学

校卒業者は，さまざまな困難を抱えていたことが推察される。 

高知県教育委員会（2013）が行った「高等学校生採用に関する企業アンケート」（有効回答

数374社）の「高等学校新卒者の印象」（回答数605）では，高等学校新卒採用者の印象につい

て，「コミュニケーション力が乏しい」が圧倒的に多くなっており，【図４】に示すようなさま

ざまな印象を持たれていることが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図４】高等学校新卒者の印象 

   （高知県教育委員会，「高等学校生採用に関する企業アンケート」） 
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また，最近の離職理由として，【図５】にあるように，勤労意欲の欠如が突出して多くなっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図５】高等学校新卒者の最近の離職理由として考えられること   

（高知県教育委員会，「高等学校生採用に関する企業アンケート」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに，高等学校卒業者の困難さへの対処についての「再分析から見えるキャリア教育の

可能性」(国立教育政策研究所，2014，有効回答数1，161)の調査結果からは，「相談できる公

的機関を知っている」のは，およそ２割で，家族や友人に相談する７割を大きく下回った【図６】。 

これらの高校生の就職に関する状況からは，在学中の就職活動に関する事情や高等卒業後 

に職場で抱える困難さやその対処法を知らないという状況が窺える。これらの困難さは個々 

によって異なると考えられるが，高等学校におけるキャリア教育の視点の一つとして踏まえ 

ることができる。 

(5) キャリア発達を支援する自立活動 

   ア キャリア発達を支援する教育 

高等学校における就職活動は，短期間で集中的に取り組まなければならず，内容の多くは初

めて体験することであり，そのために困惑する生徒が少なくないことを述べた。また，若者の

調査では，就職に向けての不安を抱えている人が多く見られた。一方，離職者の調査からは，

就労後の困難さとして人間関係の問題やストレスを抱える様子が見られる。これらの傾向をた

どれば，当然ながら個々によって異なる課題が見えてくると推測できる。キャリア発達は本来，

【図６】困難な問題が起こったとき，あなたはどうしますか 

（国立教育政策研究所，「再分析から見えるキャリア教育の可能性」） 
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各発達段階における発達課題を踏まえつつも，個に応じた支援によって促されるものである。

こうしたことを踏まえ，個の課題に応じたキャリア発達の支援の在り方について検討することが，

社会への最後の出口となる高等学校におけるキャリア教育・進路指導において重要であると考える。 

   イ キャリア発達を支援する教育における個に応じた指導 

キャリア発達を促す教育はキャリア教育であり，通常の教育課程において，全ての生徒に対

し，学校の教育活動全体で行われ，その中で個に応じた支援が行われている。また，進路先や

必要度に応じては，個の課題に応じた指導・支援が，これまでも高等学校においてさまざまな

形で行われてきており，高等学校３学年時等に行われる夏季休業中の課外等は，多くの学校に

根付いている取組であり，その中で個別の支援が相当に行われている。しかしながら，そうし

た支援を踏まえてもなお就職活動等にさまざまな困難さを抱える生徒は少なくはない。 

2018年度から始まった通級による指導においては，各学校長が責任者となり行われる教育課

程の編成に，特別の教育課程を加える・又は替えることができるようになり，障がいに応じた

特別の指導が，教育課程で位置付けられ，可能となった。高等学校新学習指導要領第５款２の

特別な配慮を必要とする生徒への指導の項では，特別の教育課程の編成により特別の指導がで

きると書かれており，その内容は，「障害のある生徒」に対して「障害に応じた指導」を行う

と記述されている。この通級による指導をキャリア教育の中で，困難さを抱える生徒の個別指

導として位置付けられないかと考えた。そこで確認すべきことが二つ出てくる。一つ目は「障

害のある生徒」と困難さを抱えた生徒は同義であるかという点，二つ目は「障害に応じた指導」

は個に応じた指導と同義であるかということである。一つ目について，「障害のある生徒」に

ついては，通級による指導の対象生徒は，「医学的な診断の有無のみにとらわれることのない

よう留意し，総合的な見地から判断すること」（文部科学省，2018）とされていることから，

狭義における障害の区分に関わらなくともよいことは，先に述べた。その上で，責任者である

校長が判断して，特別の教育課程により特別の指導を必要とする生徒がいるという場合に，必

要な生徒に，個に応じた通級による指導としての自立活動が行うことができるようになるもの

である。このことから，「障害のある生徒」はさまざまな困難さを抱えた生徒と学校が判断を

した生徒という視点をもつことができる。また二つ目について，通級による指導は，「自立活

動の内容を参考とし，具体的な目標や内容を定め，指導を行うもの」とされていることから，

自立活動の目標では「個々の児童または生徒が自立を目指し」と示されていることや，新学習

指導要領において，個別の教育支援計画や個別の指導計画の作成が求められていることからも，

「障害に応じた指導」は「個に応じた指導」と同様と捉えることができる。以上のことから，

通級による指導は，さまざまな困難さを抱えた生徒（と学校が判断した生徒）が，個に応じた

指導を受けることができる場であり，その場に，キャリア発達を支援する視点を取り入れるこ

とが可能と考えた。 

若林（2018）は，「将来の生き方，在り方のイメージを描くことに課題のある生徒を対象に，

卒業後の職業的・社会的自立を目指して体験的な場を設け，指導することは，高等学校段階の

自立活動として重要」と述べている。これにより，将来に向けて課題のある生徒が，高等学校

における自立活動において，職業的・社会的自立に向けた体験的な学びをすることの有用性が分

かる。 

また，近年のインクルーシブ教育システム推進の報告（中央教育審議会，2012）における，

同じ場で共に学ぶことを大切にする一方で，自立と社会参加を見据えて，一人一人の教育的ニ

ーズに対応した柔軟な仕組みとしての「多様な学びの場」の充実が求められていることからも，

通級による指導を教育課程に位置付け，その中で自立に向けた学びを行っていくことの意義を

見出せる。 

渡邉（2015）は，自立活動とキャリア教育の共通点が多いとし，【表10】のようにその共通
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性を整理している。 

   【表10】一人ひとりの自立と社会参加を目指す 

（渡邉昭宏，「自立活動の授業deライフキャリア教育」） 

自立活動  キャリア教育 
自立することや，障害による学習上や日
常生活上におけるさまざまなつまずき
や困難があるが 

課題 変化が著しい現代社会の中を生き抜い
ていく弱さがあるが 

主体的に改善・克服するために必要な知
識，技能，態度および習慣を養うことに
よって 

手立て 自立と社会参加に向けて必要な基盤と
なる能力や態度を育てることを通して 

人間として，心身の調和のとれた発達を
していけるようになる 

目標 キャリア発達（社会の中で自分らしい役
割を果たしながら，自分らしい生き方を
実現）していけるようになる 

この整理された内容から，自立活動とキャリア教育の課題，手立て，目標には重なりがある

ことが分かる。自立活動において，キャリア発達を支援する教育を行うことは，この類似性か

らも意義付けることができる。 

以上のことを踏まえ，支援の必要な生徒一人一人の教育的ニーズに応じた教育を行うことが

できる場である自立活動を，キャリア発達を支援する場として活用する。 

ウ 対象生徒 

キャリア教育は，「様々な学校教育活動全体の活動を通じて体系的に行われる」（文部科学省， 

2011）ものであり，通常の教育課程の中で行われるものである。各学校では，普通科，専門学

科，総合学科の各学科の特質や生徒や地域の実態に応じて，内容を焦点化，重点化して，全体

計画【図７】を作成して，キャリア教育を行っている。これは新学習指導要領における「教育

課程に基づき組織的かつ計画的に各学校の教育活動の質の向上を図っていくこと」を目指すカ

リキュラム・マネジメントの考え方をそれより以前に示したものであり，新学習指導要領の内

容を受けて，新たに，学校のグランドデザインに基づいた大きなカリキュラム・マネジメント

を踏まえて，キャリア発達を支援する教育においてのカリキュラム・マネジメントがなされる

必要がある。 

 

  【図７】キャリア全体計画 様式例 

（岩手県教育委員会，「いわてキャリア教育の手引き」） 

 



17 

 

キャリア教育の対象生徒は，高等学校に在籍する全ての生徒である。現状における高等学校

におけるキャリア教育の場を，【図８】のように整理して考える。まず１層として，高等学校

における学校全体や学年全体の授業を通した全ての生徒を対象とした指導がある。次に２層と

して就職ガイダンスなどの進路希望先別の小集団で行われている指導があり，これについては，

放課後や夏期休業中等の教育課程外で行われているものもある。そして，３層として，特に就

職間際等の時期において，個別に面談や，面接指導が行われており，これらは教育課程外で行

われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

徳島県立総合教育センター（2017）によれば，「SWPBSでは，第１層支援から第３層支援へと

階層的で連続的な支援」を設け，「第１層支援を充実させることによって，個別性の高い第２

層支援や第３層支援を真に必要とする児童生徒への支援を絞り込むことが可能となる」とされ

ており，これをキャリア教育に置き換えれば，通常の教育課程におけるキャリア教育の充実が

第一義であることが分かる。SWPBSとは，School-wide Positive Behavior Supportのことであ

り，「学校全体で取り組むポジティブな行動支援」とされる。 

１層の通常の教育課程でキャリア教育を充実させることにより，２層・３層への支援を手厚

くすることができる。とりわけ３層への支援の際は，より個別の指導・支援が増えると思われ

るため，教員はそれらに個別に対応していくことになる。３層への教育課程外での支援におい

て継続的に計画的な支援を必要とする場合において，特別な教育課程を編成することにより，

３層の中における，特別の教育課程に位置付けられた特別の指導，つまりは困難さを抱えた生

徒への個別の指導ができると考える。なお，特例としての教育課程で学んだ内容は，通常の教

育課程における学びに生かされる必要性があり，生徒の「学びの連続性」（国立特別支援教育

総合研究所，2018）が保障されることが必要である。 

エ 指導上の視点と内容 

自立活動は，個々の課題を把握した上で，自立を目指して設定される指導目標を達成するた

めに，27 項目の中から具体的な指導内容を選定し，それらを相互に関連付けて行う指導である。 

高等学校における自立活動の指導内容の選定にあたっては，社会に出る直前の生徒がいるこ

とから，実際に就職等をした際に，生徒が持っておくとよい知識・技能・態度・習慣等は何か

を考え，その上で，生徒の実態や課題から見て，生徒がそれほど負担を感じずに取り組める内

小集団での指導 

  就職ガイダンスなど ２層 

  

一人一人に応じた指導 

個別の指導，通級による指導など ３層 

【図８】キャリア発達を支援する「多様な学びの場」（イメージ図） 

SchoolWide Positive Behavior Support:  OSEP Center  

on Positive Behavioral Interventions and Supports 

Ｇｅｏｒｇｅ．Ｓｕｇａｉ，2009    
全ての場面 

全ての生徒 

授業など １層 
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容から行っていくことが望ましいと考える。生徒が負担を感じずに取り組むことが必要と考え

る理由は，困難さに向き合うという自立活動の学びは，時として苦しく疲れることもあると考

えられるので，自立活動において必要とされる生徒自身の主体性が削がれることのないように

との考えからである。生徒の実態に応じて，１年後等の長期間における目標や学期等の短期間

における目標設定等を必要に応じて変更しながら，生徒が主体的に学び続けることのできる活

動を計画していくことが必要である。そして，この計画については，生徒の主体性を大事にす

る観点から，教員のみで決めるのではなく，生徒との対話を重ねたり，生徒や保護者と共に相

談したりする等，理解を得ていく過程が重要である。 

一方，基礎的・汎用的能力は，通常の教育課程で行われるキャリア教育において，全ての生

徒が個々の実態に応じて身に付けていく能力であり，４能力と 23 要素によって構成【図９】

されている。自立活動の指導内容は，27 項目から選定して行うが，その際に，基礎的・汎用的

能力の視点を取り入れることで，「指導すべき課題」や指導内容を検討することができると考

えた。例えば，「落ち込みやすい」という指導すべき課題を持つ生徒がいたとして，その生徒

に，自立活動の健康の保持における「障害の特性の理解と生活環境の調整に関すること」を項

目選定し，「自分の認知について知る」という学びを行っていく場合，その具体的な指導内容

を考える際に，基礎的・汎用的能力の自己理解・自己管理能力におけるストレスマネジメント，

人間関係形成・社会形成能力におけるコミュニケーション・スキルやチームワークについての

内容について，検討していくことができる。 

また二義的ではあるが，基礎的・汎用的能力の視点を取り入れることは，通常の教育課程に

おけるキャリア教育において学びが不十分であった生徒の基礎的・汎用的能力の不足を補った

り，補強したりするという観点からも有効な取組になると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 【図９】自立活動と基礎的・汎用的能力 （文部科学省，「高等学校キャリア教育の手引き」） 

基礎的・汎用的能力（４能力）並びに 23 要素 

 

課題対応能力 

情報の理解・選択・処理等 

本質の理解 

原因の追及 

課題発見 

計画立案 

実行力 

評価・改善 

 

キャリアプランニング能力 

学ぶこと・働くことの意義

や役割の理解 

多様性の理解 

将来設計 

選択 

行動・改善 

 

人間関係形成・社会形成能力 

他者の個性を理解する力 

他者に働きかける力 

コミュニケーションスキル 

チームワーク 

リーダーシップ 

 

自己理解・自己管理能力 

自己の役割の理解 

前向きに考える力 

自己の動機付け 

忍耐力 

ストレスマネジメント 

主体的行動 

 

自立活動 

６区分 27 項目 

１ 健康の保持 

２ 心理的な安定 

３ 人間関係の形成 

４ 環境の把握 

５ 身体の動き 

６ コミュニケーション 

 

27 項目については， 

本研究の p.5 参照 

 

(文部科学省，「特別支援学

校教育要領・学習指導要領

解説 自立活動編」) 
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(6) 高等学校における通級による指導の流れ 

高等学校における通級による指導を実施するためには，特別の教育課程の編成を行う必要があ

り，その編成においては，「学校全体の教育課程との連続性の下に編成していく必要」（岩手県立

総合教育センター，2018）がある。さらに，自立活動に相当する指導内容については，「対象生

徒の学習上又は生活上の困難さを克服する指導であることをふまえつつ，教育課程への位置付け

と合わせて指導内容の基本計画を作成しておく必要があると考えられること」があることから，

年間計画並びにシラバスの作成が必要と考える。 

指導対象となる生徒については，「当該児童生徒について特別の教育課程を編成するかどうか」

（文部科学省，2018）の判断が必要となるため，「学習状況の観察や個別面談等を踏まえ，総合

的に『通級による指導』としての必要性を判断していくとともに，本人・保護者との合意形成を

図っていく必要性がある」（岩手県立総合教育センター，2018）。そうしたことを踏まえた上で，

通級による指導を１学年から開始する場合には，入学者選抜を経た生徒に，選抜後の限られた時

間で多くの生徒の情報収集（中学校からの引き継ぎ）や説明等を行う必要があるため，考慮して

進めるべき点が多くあると考える。以下は，「高等学校における「通級による指導」実施のため

の手引」（岩手県教育委員会，2018）を参考にしながら記載する。 

ア 対象生徒の判断 

実施校においては，通級による指導の目的やその内容について，高等学校説明会等の機会を 

通じて，生徒や保護者へ丁寧な説明を行うことが求められている。また，学校側は，中学校か 

らの情報や入学時の情報，入学後の情報を踏まえ，「困難さを総合的に把握」（岩手県，2018） 

した上で，校内委員会における判断を行い，その後に，対象生徒や保護者との合意形成を行っ 

ていく必要がある。必要に応じて，チェックシート【表 11】（岩手県立総合教育センター，「校 

内資源を活用した校内支援実践事例集」）や，諸検査等を組み合わせる等して，客観的に生徒 

の状況を把握していく方法を取り入れながら，観察等から得られる状況と合わせて検討する。 

【表 11】気になる児童生徒のチェックシート 

    （岩手県立総合教育センター，「校内資源を活用した校内支援実践事例集」） 
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また特別の教育課程であることから，必要に応じて，「履修願」のような文書で，保護者と

の通級による指導の内容の確認を行っていくことが求められている。 

イ 通級による指導の流れ 

現行の特別支援学校学習指導要領解説の自立活動編（幼稚部・小学部・中学部・高等部）に 

おける，実態把握から指導内容の設定までの流れの一例は，次のとおりである。 

① 障害の状態，発達や経験の程度，興味，関心，生活や学習環境などについて情報収集 
② 収集した情報を障害による学習上または生活上の困難の視点から整理 
③ 幾つかの指導目標の中で優先する目標を設定 
④ 指導目標を達成するために必要な項目の選定 
⑤ 選定された項目を関連付け具体的な指導内容を設定 

実施にあたっては，教育課程上の位置付けと重ね合わせ，本人・保護者との合意形成を踏ま

えた上で，困難をより焦点化した指導内容について個別の指導計画にまとめていく。指導対象

としての判断に至った実態把握の内容について，自立活動の区分及び項目に照らし合わせて整

理する。 

なお，新特別支援学校学習指導要領解説においては，次のとおり手続きの各過程を整理する 

際の実態把握等の流れがさらに細かく，新しく提示されている。 

① 障害の状態，発達や経験の程度，興味・関心，学習や生活の中で見られる長所やよさや課題 

  等について情報収集 

②－１ 収集した情報（①）を自立活動の区分に即して整理する段階 

②－２ 収集した情報（①）を学習上または生活上の困難，これまでの学習状況の視点から整理  
    する段階 

②－３ 収集した情報（①）を○○年後の姿の観点から整理する段階  

③ ①をもとに，②－１，②－２，②－３で整理した情報から課題を抽出する段階 

④ ③で整理した課題同士がどのように関連しているかを整理し，中心的な課題を抽出する段階 

⑤ ④に基づき設定した指導目標を記す段階 

⑥ ⑤を達成するために必要な項目を選定する段階  

⑦ 項目と項目を関連付ける際のポイント 

⑧ 具体的な指導内容を設定する段階 

本研究では，実態把握や目標，項目の選定等の「見立て」の段階が少なく，分かりやすいた

め，現行における個別の指導計画の作成の流れに基づき「見立て」を行う。 

また，新学習指導要領においては，「特に，通級による指導を受ける生徒については，個別の

教育支援計画や個別の指導計画を作成し，効果的に活用する」とされ，個別の教育支援計画を

作成並びに個別の教育支援計画を踏まえた個別の指導計画の作成と活用が求められている。 

ウ 評価 

新学習指導要領では，学校の定める指導計画に従って各教科・科目を履修し，その成果が教 

科及び科目の目標からみて満足できると認められる場合には，単位の修得を認定しなければな 

らないとされている。高等学校における通級による指導の評価については，個別の指導計画に 

設定された個別の目標が，通級による指導を通じて，目標が達成できていると学校長が判断し 

た場合に，単位認定がなされる。既述（p.３）のとおり，通級による指導に係わる修得単位数 

は，年間７単位を超えない範囲で全課程の修了を認めるに必要な単位数に加えるとされている。 

単位数については，指導要録の記載において，指導要録の様式１（学籍に関する記録）裏面の

「各教科・科目等の修得単位数の記録」の総合的な学習の時間の次に自立活動を設けて，修得単   

位数の計を記載するとされている。また，その内容については，指導要録の様式２（指導に関 

する記録）の「総合所見及び指導上参考となる諸事項」の欄に，通級による指導を受けた学校 

名，通級による指導の授業時数及び指導機関，指導の内容や結果などを記載すること（文部科 

学省，2016）となっている。 

なお，新学習指導要領総則では，「年度途中から通級による指導を開始するなど，特定の年度

現行 

新 
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における授業時数が，１単位として計算する標準の単位時間に満たない場合は，次年度以降に

通級による指導の時間を設定し，２以上の年次にわたる授業時数を合算して単位の修得の認定

を行うことができる」と規定されており，複数年にわたる学習時間の合算による単位認定が示

されている。 

２ 高等学校における通級による指導の充実のための手立て 

高等学校における通級による指導は，教育課程上の位置付けをはじめ，対象生徒の判断手続き，

実施形態等，さまざまな準備を必要とする（岩手県教育委員会，2018）。昨年度の本県における研

究は，それらの準備を中心としたハード面に関する研究であったが，今年度の本研究の範囲は，自

立活動の指導内容についてであり，ソフト面の研究となる。自立活動は，個に応じた指導であるた

め，ざまざまな指導内容が考えられるが，本研究では，高等学校が社会に出る前の最後の出口とな

る生徒がいることや，高校生の就職活動等における困難さの状況を踏まえ，キャリア発達を支援す

る自立活動についての提案を行う。手立てとして，理論ベースにおけるシラバス並びに指導計画，

ワークシートの作成と，実践ベースにおける生徒の「見立て」や，パッケージを参考にした指導内

容選定，授業実践を行う【図 10】。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 10】高等学校における指導の充実のための手立て（本研究の範囲）（イメージ図） 

 

 

 

 

 

 

(1) 「サンプルパッケージ」の作成 

ア サンプルパッケージの作成の理由 

    自立活動は，特別支援学校の学習指導要領に示される特別の領域であるが，障がいのある児 

童生徒等が特別支援学校だけではなく，小・中学校等においても学んでいることから，特別支 

援学級，通級による指導において実施されている。また，2018 年度から始まった高等学校にお 

ける通級による指導においても，自立活動が実施されているが，高等学校における自立活動の 

2017 年度 

本県の研究 

2018 年度 

本研究の範囲 

教育課程上の 

位置付け 

参

考 

理論 

対象生徒の 

判断手続き等の

校内体制整備 

実践 

「サンプルパッケージ」…教員がキャリア発達を支援する自立活動について，１年間のイメージを 

持つための資料。「準備編」と「ワークシート編」で構成される。「準備

編」では主に，「見立て」に関する様式や資料が載っており，「ワークシ

ート編」には，１単位時間 35 時間分の授業の構想とワークシートが載

っている。 

指導内容選定 

パッケージの見直し 

授業実践 

 

生徒の「見立て」 
サンプルパッケージ 

 準備編 

ワークシート編 
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取組は，既述（p.６）のとおり，モデル事例としての「高等学校における個々の能力・才能を 

伸ばす特別支援教育充実事業」（2014～2016）の 22 校の取組があるものの，本格実施の前例が 

ないため，年間を通しての系統だった指導という点ではモデルがなく，試行錯誤による実施が 

なされているものと考えられる。また，生徒の実態に合わせた自立活動の指導内容は，真っ新 

な状態から組み立てていくこととなるが，そうした指導や教材の準備等は，高等学校の教員にとっ 

ては経験の少ない取組と思われる。 

そこで，高等学校において通級による指導を行う上では，自立活動について具体的なイメージを 

つかめる資料であるサンプルパッケージが必要と考えた。自立活動が，2015～2016 年度に行われ 

た川崎市の自立活動に関する小学校・中学校並びに特別支援学校の管理職等への調査（有効回 

答数 118）では，「自立活動を指導できる教員が少ない」「自立活動を指導するためのノウハウ 

がない」等が６割を超えており，制度化から 20 年以上を経た小・中学校において，いまだに 

管理職等による自立活動への困り感があることが分かった。 

このようなことから，１年間指導の手掛かりとなるようなサンプルパッケージを作り，キャ

リア発達を支援する自立活動についてのイメージを持てるるものを提案することは，高等学校

における通級による指導の充実において，意義があると考えた。 

イ 「サンプルパッケージ」の作成のコンセプト 

     サンプルパッケージの全体を貫くコンセプトとして，下記の３点を掲げて作成する。 

○キャリア発達を支援する自立活動の指導教員が，１年間の指導の流れのイメージが持てるもの 

○指導内容は，自立活動に，キャリア発達を促す基礎的・汎用的能力の視点を取り入れたもの 

○キャリア発達を支援する学校の教育活動とキャリア発達を支援する自立活動が，学びの連続性 

の観点で結びついていることを示すもの 

（国立教育政策研究所，「特別支援教育における教育課程に関する総合的研究」参照） 

   ウ サンプルパッケージの構成 

     サンプルパッケージは，２編から構成する。キャリア発達を支援する自立活動「キャリアデ 

ザイン」の１単位時間である 35 時間分のワークシート編と，キャリア発達を支援する自立活

動を実施するまでの準備で使用する内容を集めた，準備編である。それぞれの内容は， 次の

通りとする。 

 

 

 

 

 

 

エ サンプルパッケージの活用方法 

     サンプルパッケージの活用方法は，次のようなことを想定した。教員や管理職がさまざまな 

    目的で活用できると考えるが，最も活用できると思われるのは，指導教員による活用である。  

【 指導教員，クラス担任，教科担任 】 

○キャリア発達を支援する自立活動の１年間の指導内容のイメージを持ちたい時 

○通級による指導や自立活動について理解したい時 

○通級による指導の指導内容や指導時間数等を検討したい時 

○生徒の実態を把握する時 

○指導教員とクラス担任と教科担任の連携に関する課題解決を図る時 

○通級による指導について三者で共通理解を図る時 

○通級による指導について校内職員に話す時 

○通級による指導について在籍クラスの保護者に話す時 

 

サンプルパッケージ 

ワークシート編 

・ワークシートの使い方，留意点 

・想定される人物の個別の指導計画  

・35 時間分の授業の構想とワークシート 等 

サンプルパッケージ 

準備編 

・学びの地図STEPシート 

・自立に向けてのチェックシート 

・個別の指導計画作成にかかわる参考資料 等 
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【 管理職 】 

○キャリア発達を支援する自立活動の１年間の指導内容のイメージを持ちたい時 

○通級による指導や自立活動について理解したい時 

○指導教員とクラス担任と教科担任の連携に関する課題解決を図る時 

○通級による指導について，管理職同士で共通理解を図る時 

○通級による指導について，校内教員に話す時 

○通級による指導について，保護者や地域の方々に話す時 

○地域の校長会等において，特別支援教育や通級による指導に関する事項を共有する時 

（国立特別支援教育総合研究所，「特別支援教育における教育課程に関する総合的研究」参照） 

 

(2) サンプルパッケージ「ワークシート編」 

ア 授業の名称「キャリアデザイン」 

     仮想的に，シラバス，指導計画，パッケージを作成するにあたって，通級による指導であ 

る自立活動の名称を，「キャリアデザイン」とした。「キャリア」とは，「人が生涯の中で様々 

な役割を果たす過程で，自らの役割の価値や自分と役割との関係を見出して行く連なりや積 

み重ね」（中央教育審議会，2011）であり，そこには多義性が見られる（渡辺ら，2007）。多 

義の中には，「『人と環境との相互作用の結果』『時間的流れ』『空間的広がり』『個別性の意 

味が内包』」されている。そうした多義性のあるキャリアについて，「自分だけのキャリア」 

を主体的にデザイン（作ろうとするものの形態について，機能や生産工程などを考えて構想 

すること。意匠。設計。図案。）（大辞林）して欲しいとの願いを込めた。 

イ 指導計画 

(ｱ) 新学習指導要領 

指導計画作成に当たっては，現行並びに新しい高等学校学習指導要領において示されて 

いる次の点に留意することとする。 

 各学校においては，次の事項に配慮しながら，学校の創意工夫を生かし，全体として調和

のとれた具体的な指導計画を作成するものとする。 

 ア 各教科・科目の指導内容については，単元や題材など内容や時間のまとまりを見通し

ながら，そのまとめ方や重点の置き方に適切な工夫を加え，第３款の１に示す主体

的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を通して資質・能力を育む効果的な指

導ができるようにすること。 

 イ 各教科・科目等について相互の関連を図り，系統的・発展的な指導ができるようにす

ること。 

また，現行の学習指導要領に追加された事項として，「主体的・対話的で深い学びの実現     

     に向けた授業改善を通して資質・能力を育む効果的な指導」がある。現行からの継続の内容 

     としては，「各教科・科目との相互の関連を図り，発展的・系統的な指導ができるようにす 

     ること」について示されている。これらのことから，各授業において，資質・能力を育む効 

     果的な指導の内容を踏まえ，他教科・科目との関連を図った指導計画作成が求められている。 

    (ｲ) キャリア年間計画との関連 

本研究では，県内高等学校５校のキャリア教育の年間計画【表 12，13，14】を比較し，特

に３学年の年間計画を参考にして，高等学校におけるキャリア教育の年間計画（３学年）の

モデル【表 15】を作成し，そのモデルとの関連を図り，自立活動の年間計画の例を作成する

こととした【表 16】。モデルを作成した目的は，高等学校キャリア教育には各校においてさ

まざまな実態があること，その中での共通した活動をモデルとすることで，高等学校の教員
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にとってイメージしやすいキャリア教育の流れが作れるのでないかと考えたためである。モ

デル作成にあたっては，県内５校のキャリア教育の流れを比較し，その中で，就職について

の具体が多く示されていたＤ高等学校をベースに，２校以上で同様の取組があるものについ

て，取り入れることとした。５校の流れは概ね共通しており，長期休業毎に区切ると，４月

～夏季休業前は，「就職に向けた直前の準備期」に関するもの，夏季休業後～冬季休業前は，

「就職活動の実践期」に関するもの，冬季休業明け～卒業では，「社会人に向けての準備期」

に関するものと区分けができると考えた。 

 

【表 12】本県における県立高等学校キャリア年間計画（１学年）の状況 

 Ａ高等学校 

（普通科） 

Ｂ高等学校 

（普通科） 

Ｃ高等学校 

（総合学科） 

Ｄ高等学校 

（商業高等学校） 

Ｅ高等学校 

（工業高等学校） 

４
月
～ 

夏
季
休
業
前 

進路講演会 進路講話『高等学

校生活の過ごし

方』 

職業適性検査 

産業社会と人間 

 進路ガイダンス 

「職業を知る」ガ

イダンス 

進路の手引き配

布・活用（自己理

解，職業調べ，キ

ャリアプラン，先

輩の進路を調べ

る） 

進路ガイダンス

（自分の可能性を

知る） 

先輩と語る会 

 

夏
季
休
業
明
け
～ 

冬
季
休
業
前 

職業人インタビュ

ー（みらいパスポ

ート） 

コース分け説明会 

講演会『職業研究』 

企業・学校訪問 

インターンシップ 

就職内定体験

報告会 

職業人インタビュ

ー 

進路の手引き活用

（仕事の意義，求

人票の見方） 

キャリアアップ講

話 

進路ガイダンス 

履歴書・志望理由

書作成 

進路講演会 

 

冬
季
休
業
明
け
～

年
度
末 

 職業別体験学習  インターンシッ

プ発表会 

３年生の進路体験

を聞く会 

受験報告書閲覧 

進路報告会 

進路ガイダンス 

企業見学 
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【表 13】本県における県立高等学校キャリア年間計画（２学年）の状況 

 Ａ高等学校 

（普通科） 

Ｂ高等学校 

（普通科） 

Ｃ高等学校 

（総合学科） 

Ｄ高等学校 

（商業高等学校） 

Ｅ高等学校 

（工業高等学校） 

４
月
～ 

夏
季
休
業
前 

進路マップ 

求人票説明 

高等学校２年の

過ごし方 

講演会 

体験計画・準備 

進路ガイダンス 

進路適性検査 

インターンシッ 

プ事前学習 

進路の手引き活

用（職業を知る） 

進路講演会 

進路ガイダンス 

20 年後 30 年後の

私 

インターンシッ

プ事前学習（企業

研究，自己紹介

書，マナー講座） 

卒業生の進路体

験を聞く会 

進路ガイダンス 

先輩と語る会 

インターンシッ

プ活動① 

夏
季
休
業
明
け
～ 

冬
季
休
業
前 

進路マップ 

事業所見学会， 

就職ガイダンス

（職安） 

講演会 

文化講演会 

進路学習会 

金融啓発セミナ

ー 

インターンシッ

プ 

就職内定体験報

告会 

模擬面接 

SPI テスト 

進路別ガイダン

ス・職業適性検査 

インターンシッ

プまとめ 

履歴書・自己紹介

書の作成 

職業レディネス

テスト 

インターンシッ

プ発表会 

求人票の研究 

キャリアアップ

講話 

進路ガイダンス 

クレペリン検査 

キャリアアップ

講話 

インターンシッ

プ活動② 

インターンシッ

プ激励会 

インターンシッ

プ 

進路講演会 

 

 

冬
季
休
業
明
け
～ 

年
度
末 

進路マップ 進路体験談 

出前授業 

OB・OG 懇談会 

 ３年生の進路体

験を聞く会 

生き甲斐につい

て考える 

次年度に向けて

の抱負 

進路講演会 

全体面接指導 

進路面談（担任） 

SPI 講座 

自己ＰＲ指導 

進路報告会 

求人票の見方 

SPI 基礎テスト 

SPI 講習 

企業見学 
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【表 14】本県における県立高等学校キャリア年間計画（３学年）の状況 

 
Ａ高等学校 

（普通科） 

Ｂ高等学校 

（普通科） 

Ｃ高等学校 

（総合学科） 

Ｄ高等学校 

（商業高等学校） 

Ｅ高等学校 

（工業高等学校） 

４
月
～ 

夏
季
休
業
前 

マナーアップ講座 

就職希望調査 

生徒企業訪問 

就職ガイダンス 

講演会① 

進路用写真撮影 

面接基礎練習 

進路ガイダンス・

講話 

進路ガイダンス 

クレペリンテスト 

SPI テスト 

進路講演会 

就職者面接指導 

職業講話 

SPI 適性練習 

進路ガイダンス 

SPI 対策ガイダン

ス 

SPI 集中講習 

先輩と語る会 

夏
季
休
業
明
け
～

冬
季
休
業
前 

就職壮行式 講演会② 

社会人基礎力 

文化講演会 

就職面接指導 

 進路ガイダンス 

進路体験作文 

進路結団式 

冬
季
休
業
明
け 

～
卒
業 

就職者対象セミナ

ー 

労働基準監督署セ

ミナー 

金融経済セミナー  社会人となる心構

え 

進路報告会 

社会人マナーセミ

ナー 

 

 

 

    【表 15】キャリア教育年間計画（３学年）モデル 

 キャリア教育年間計画 

（３学年） 

モデル 

 

区分け 

４
月
～ 

夏
季
休
業
前 

進路講演会 

就職者面接指導 

職業講話 

SPI 講座 

 

 

就職に向けた直前の準備期 

 

 

夏
季
休
業
明
け
～

冬
季
休
業
前 

就職壮行式 

進路報告会 

 

 

就職活動の実践期 

 

冬
季
休
業
明
け
～ 

卒
業 

社会人マナーセミナー 

 

 

 

社会人に向けての準備期 
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 キャリア教育年間計画 

（３学年）モデル 

キャリア発達を支援する自立活動 

「キャリアデザイン」年間計画 

４
月
～ 

夏
季
休
業
前 

進路講演会 

就職者面接指導 

職業講話 

SPI 講座 

４月 オリエンテーション 

キャリアでカフェ 

就職活動にふさわしい身だしなみ 

ジョブカフェ見学 

５月 コミュニケーションの種類 

「認知」の働きとトレーニング 

ライフプラン 

自分と仕事 

６月 給料の使い方 

社会人になる心構え 

チームの力を考えよう 

職業人インタビュー 

７月 高校生活 

就職に向けてのスケジューリング 

求人票の内容 

応募前職場見学の流れ 

夏
季
休
業
明
け
～ 

冬
季
休
業
前 

就職壮行式 

進路報告会 

８月 履歴書書きの基本のルール 

９月 就職に向けて～面接に向けて～ 

就職に向けて～事前確認～ 

リラクセーションの仕方 

お礼状の書き方 

10 月 お礼状の郵送の仕方 

レジリエンス 

ストレスマネジメント１ 

ストレスマネジメント２ 

11 月 アンガ－マネジメント 

社会人の趣味・余暇活動 

仕事の指示を正確に受ける 

電話応対の仕方 

12 月 就職後のトラブルへの対処法 

ふりかえりカフェ 

デリカフェの準備 

冬
季
休
業
明
け
～ 

卒
業 

社会人マナーセミナー 

 

1 月 デリカフェ 

１年間の振り返り 

 

【表 16】キャリア教育年間計画（３学年）モデルと 

キャリア発達を支援する自立活動の「キャリアデザイン」年間計画 
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「キャリアデザイン」の 35 時間の内容は，キャリア教育年間計画（３学年）のモデルと，

高等学校における就職のスケジュールを踏まえて作成し，実施時期における学びの連続性が

図られるように留意した。具体的には，同様の題材を扱う場合には自立活動での学習が，キ

ャリア教育で学習する内容の予習もしくは復習となるよう考慮している。   

自立活動は本来，個に応じた指導であり，年間指導計画は個別のものとなる。しかし，サ

ンプルパッケージのコンセプトは，教員がキャリア発達を支援する自立活動のイメージを持

つための資料であるので，指導内容は，あえてキャリア教育年間計画（３学年）のモデル及

び，高等学校における就職のスケジュールを踏まえることとした。この点については留意し

て捉える必要がある。 

    (ｳ) 調査結果から 

自立活動「キャリアデザイン」の年間計画は，キャリア教育年間計画（３学年）のモデル 

の内容との関連を図った配列を行ったが，もう一つの視点として，卒業生らの在学時代に指 

導して欲しかったこと等のニーズを参考にすることとした。 

卒業生らのニーズが分かる調査結果の一つ目として，2012 年度に国立教育政策研究所の生 

徒指導・進路指導研究センターが実施した高等学校卒業生に対する「キャリア教育・進路指 

導に関する総合的実態調査」（有効回答数 1，169）における，卒業生が高等学校時代に「指 

導してほしかった」内容【図 11】がある。卒業生の 25％を超える人が，「社会人・職業人とし 

て常識やマナー」「自分の個性や適性を考える学習」「卒業後の進路選択の考え方や方法」「産 

業や職業の種類や内容」「就職後の離職・失業等，将来起こり得る人生上の諸リスクへの対 

応」について，指導して欲しかったと答えている。このことから，自己の理解を深める内容 

や卒業後を見据えた指導に対するニーズを読み取ることができる。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 11】将来の生き方や進路について考えるために指導してほしかったこと 

(国立教育政策研究所，「キャリア教育・進路指導に関する総合的実態調査」) 
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調査の二つ目として，内閣府が実施した 2018 年度の「子供・若者白書」の特集「就労

等に関する若者の意識」の調査（有効回答数 10，000）がある。これによれば，学生時代

に「就労に関して教わりたかったこと」【図 12】では，「コミュニケーション能力やビジネ

スマナーなど，社会人としての基礎的知識」「仕事に直接役立つ専門的知識・技能など」

が４割を超えていた。また，25％を超えるものとしても，「世の中にある様々な職業の内

容」「様々な職業の賃金，労働時間など勤務条件」「自分の適性やライフプランを踏まえた

職業の選び方」等があり，卒業後を見据えた指導にニーズがあることが読み取れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 12】就労に関して教わりたかったこと 

(内閣府，「子供・若者白書 就労等に関する若者の意識」) 

これらの調査を踏まえ，就労後を見据えて，以下の内容【表17】を35時間の中に盛り込むこ

ととした。 

【表17】調査によるニーズの多かった項目と「キャリアデザイン」の授業内容 

ニーズの 

多かった項目 

適性・個性に 

関する内容 

社会人のマナー

等の内容 

職業の内容， 

賃金等 

諸リスクへの 

対応 

「キャリア 

デザイン」 

の内容 

・ライフプラン 

・自分と仕事 

・チームの力を考え 

よう 

・社会人の趣味と余

暇活動 等 

・身だしなみ 

・コミュニケーションの種

類 

・ 社会人になる心構え 

・仕事の指示を正確

に受ける 

・電話応対の仕方 

・お礼状書き 等 

・給料の使い方 

・職業人インタビュー 

 等 

・ジョブカフェ見学 

・ストレスマネジメ

ント 

・アンガ-マネジメント 

・就職後のトラブル対

処法 等 
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(ｴ) 「体験的な学び」の視点 

「体験的な学び」（文部科学省，2011）としては，ジョブカフェ見学や職業人インタビ 

ュー，デリカフェ等の直接体験を含む体験活動等を取り入れた。既述の体験活動の８つの 

効果（p.11）が，自立活動並びにキャリア発達の内容を充実させると考えたこと，また， 

生徒同士または生徒と指導教員の関係性の構築という点から，有効であると考えた。 

また，ジョブカフェ見学は，新旧学習指導要領のキャリア教育の項目に示されている「地    

      域や産業界の人々の協力を積極的に得るよう配慮する」という視点からも有意である。さ

らには，高校生の就職後の高い離職率等を考慮して，将来につながる指導になると考えた。

理由として，先の国立教育政策研究所の調査において，高等学校時代に情報提供された機

関について，「情報提供の有無について覚えていない」という回答が 45％を超えている【図

13】ことを踏まえ，また，情報提供を受けた者は，「困難への対応」として，「公共機関を

活用する」としている者が一定数いることから，ジョブカフェ見学は，離職後等に役立つ

情報であると考えた。なお，ジョブカフェは，正式名称を「若年者のためのワンストップ

サービスセンター」といい，「就職セミナーや職場体験，カウンセリングや職業相談，職

業紹介」（厚生労働省）を行う場であることから，自立活動の対象生徒にとって，将来を

見据えて知っておくべき機関として，見学に訪れることを計画した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 13】将来の生き方や進路について考えるために指導してほしかったこと 

（国立教育政策研究所，「キャリア教育・進路指導に関する総合的実態調査」） 
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【図 14】『キャリアデザイン』年間計画と４能力 23 要素 

       これらの内容は，通常の教育課程におけるキャリア教育を受けた卒業生のニーズであり，

それらが，直ちに特別の教育課程である通級による指導のニーズと解釈することはできな

いが，キャリア教育の中で困難さを抱えた生徒に対して，きめ細かな指導をしていく上で

の視点としては生かせると考えた。 

     (ｵ) 基礎的・汎用的能力の４能力 23 要素の視点 

「キャリアデザイン」の年間計画が，キャリア発達を支援する自立活動の内容として適

切なものになるためには，基礎的・汎用的能力の４能力だけでなく，４能力をさらに細分

化した 23 要素のどれについての学びであるかを整理する過程を踏まえる必要性があると

考え，一覧【図 14】を作成した。各授業の学習が，チームワークやリーダーシップ等を含

めた 23 要素のどれに重点を置いた学びであるかを指導教員が意識することにより，指導

内容の焦点化が図れると考えた。なお，自立活動の６区分 27 項目ついては，個々の実態

に応じて，区分並びに項目を選択することとなることから，その区分や項目については，

あえて一覧としては示さないこととした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｶ) シラバス 

「シラバス」【図 15】とは，「生徒が履修科目を選択するために，科目の目標や内容，年間

計画，授業の形態，使用教材，評価の方法，留意事項などを記載した授業計画」（中央教育

審議会，2006）のことであり生徒や保護者への説明用に作成するものである。国立教育政

策研究所の全国の公立高等学校普通科265校を対象とした調査（国立教育政策研究所，2010）

では，87.8％の高等学校がシラバスを作成しており，私立学校を合わせても，８割を超え

る高等学校がシラバスを作成している。 

自立活動は，他教科・科目と違う特性を持った領域であり，そのような点を踏まえると，

生徒・保護者・教員への周知の意味を含め，自立活動のシラバス作成は必須であるともい

える。 

シラバスが示されることにより，全ての生徒は自立活動と他教科・科目の違いを知るこ

ととなる。また当該生徒は，目標や内容に見通しが持つことが可能になり，自立活動にお

いて要といえる主体的な授業への姿勢を促すきっかけになる。そして，保護者にとっても，

自立活動の特徴を入学時等に重ねて知る機会となり，教育活動への理解が深まると考える。

加えて，教員にとっては，他教科・科目と自立活動の特性の違いや学びの連続性を再確認
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【図 15】『キャリアデザイン』シラバス 

する資料となり，相互の関連を図る際の資料になると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｷ) 想定される具体的な人物 

サンプルパッケージの「ワークシート編」は，コンセプトに基づいて，キャリア教育年 

間計画（３学年）のモデルや就職スケジュールとの関連を図りながら，卒業生らのニーズ

等を参考にして作成したものである。 

そのため，自立活動でありながら，汎用的な内容となっている。そこで，個別の支援につ 

いてのイメージできるような，通級による指導で想定される具体的な人物を２人登場させる 

ことととした【図 16】。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 16】想定される具体的な人物 
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具体的な人物を登場させることで，キャリア発達を支援する自立活動における個別の支

援のイメージが持ちやすくなり，また，イラストが入ることにより見やすくなると考えた。 

一方，授業の構想には，ユニバーサルデザインの具体例を示すことで，想定される具体

的な人物の特性や課題とは異なる人物が対象生徒となった場合において，個別の支援を行

う際の手掛かりを示せると考えた。一般的に，ユニバーサルデザインの視点は，一斉指導

における全体への支援を示すが，ここで示すユニバーサルデザインは，個別の支援の参考

にできるという視点での具体例であることに留意する。そのため，実際の個別支援におい

ては，この具体例を参考にしながら，その生徒に合った個別支援の方法に変更したり，調

整したりしていく必要がある。 

（ｸ） 授業の進め方 

   キャリア発達を支援する自立活動における「キャリアデザイン」授業の進め方について 

は，生徒の実態を踏まえて検討されるものであるが，「ワークシート編」では， 

１時間の授業の進め方について，後述する実践を踏まえ，【表 18】のように提案する。 

【表 18】「キャリアデザイン」の授業の進め方 

授業の流れ おおよその時間 内容 

導入 10 分 認知機能強化のトレーニング（コグトレ等） 

展開 25 分 「ワークシート編」の内容 

まとめ 15 分 振り返りシート 

       導入の認知機能強化のトレーニングについては次項で述べる。 

展開については，個別の指導計画等に基づいて，「ワークシート編」の内容を， 

必要に応じて作り替えながら実施することを想定して作成している。なお，実施の際には， 

【表 16】で示した「キャリアデザイン」の年間計画は一例であるので，実施時期をずらし 

たり，取り組む内容を選択したりすることもできる。また，生徒の実態に応じては，ワー 

クシートに軽重をつけて取り組むことが求められる。例えば，「アンガーマネジメント」 

の学習の際に，そうくんは，ルールに厳しく，ルールを守れないタイプの人との「人間関 

係のトラブル」を起こしがちという特徴があるので，自分の認知の特性に気付き，異なる 

認知を学ぶ学習を重点的に行うことが考えられる。一方，はなねさんは，「優先順位をつ 

けられない」ために生活に支障が生じているが，その際に適切に対応したり，コミュニケ 

ーションを取ることできないという特徴があるので，アンガーマネジメントのみならず， 

さまざまな気持ちの理解に重点を置いた学習により，コミュニケーションの基礎を作って 

いく学習が必要とも考えられる。このように，ワークシートは，生徒に応じた作り替えを 

しながら改変して使用していく【図 17】。 
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        学習のまとめは，振り返りシート（【図 18】）の記入となるが，振り返りシートの内容

は，１時間の流れを想起させる程度の，記入に負担がかからないものがよいと考える。

自立活動の授業内容は，生徒の課題や困難さに向き合う内容であり，授業自体に負荷が

かかっていると考えられるため，振り返りによりさらなる負担をかけないことが必要と

考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      【図 18】振り返りシート 

      (ｹ) 認知機能強化のトレーニング 

35 時間の授業の導入では，認知機能強化のトレーニング(以下，コグトレ)を実施する

ことを提案する。宮口（2016）は，困っている子供の特徴を，認知機能の弱さ，感情統

制の弱さ，融通の利かなさ，不適切な自己評価，対人スキルの乏しさ，身体的不器用さ

の６つに分類している。また，これらを支援する方法として，コグトレの有用性を示し

ている【表 19】。 

 

 

 

 

はなねさんの学習の重点 

そうくんの学習の重点 

【図 17】ワークシート「アンガーマネジメント」 

 

 



35 

 

     【表 19】困っている子どもとトレーニング 

  （宮口幸治，『１日５分！教室で使えるコグトレ 困っている子どもを支援する認知トレーニング122』） 

困っている子どもの特徴 高めたい力 トレーニング 

１ 認知機能の弱さ 聞く力，見る力 注意力をつけるトレーニング 

２ 感情統制の弱さ 感情を統制する力 感情をうまくコントロールできる 

トレーニング 

３ 融通の利かなさ 柔軟な思考 問題をうまく解決できる 

トレーニング 

４ 不適切な自己評価 適切に自己評価できる力 

適切に情報収集する力 

人との接し方を学べるトレーニング 

５ 対人スキルの乏しさ 相手の心情を読み取る力 人との接し方を学べるトレーニング 

６ 身体的不器用さ ボディイメージをもつ 

姿勢の保持 等 

身体をうまく使うトレーニング 

認知機能とは，「記憶，言語理解，注意，知覚，推論，判断といったいくつかの要素が含ま

れた知的機能」で，「五感を通して外部環境から情報を得て整理し，それを基に計画を立てて

実行し，さまざまな結果をつくり出していく過程で必要な能力であり，人がよりよく生きるた

めの機能」（宮口，2015）である。また，新特別支援学校学習指導要領解説によると，自立活

動の環境の把握の項目の中には，「認知や行動の手掛かりとなる概念の形成に関すること」が

あり，その説明によれば，認知とは，「感覚を通して得られる情報を基にして行われる情報処

理の過程であり，記憶する，思考する，判断する，決定する，推理する，イメージを形成する

などの心理的な活動」である。また，「こうした活動を適切に進めていくことによって幼児児

童生徒は発達の段階に即した行動をすることが可能となる」とされている。一方で，障害のあ

る生徒の場合，「視覚・聴覚・触覚・嗅覚・固有覚・前提覚等を通してとらえた情報を適切に

理解する困難であったり，特定の音や光に過敏に反応したりする場合がある」とし，「認知の

特性」があるとしている。 

通級による指導の対象となる生徒の中には，こうした認知の特性のある生徒がいると考えら

れることから，認知の特性を理解する，改善・克服する等の学びを行っていくことは有用と考

えた。 

コグトレやビジョントレーニング等は，認知機能を強化するトレーニングとされており，認

知についての弱いところを強化したり，得意を伸ばしたりするために使用できる教材である。 

    さまざまな教材がある中で，学習プリントとして印刷してすぐに活用できるという書籍が，同 

一筆者から数冊出ているコグトレについて，本研究では取り上げることとする。理由として， 

印刷してすぐに使用できる教材があることは，高等学校で自立活動を担当する指導教員にとっ 

てイメージしやすく，生徒の実態に合ったものを選定することができると考えるためである。 

  (3) サンプルパッケージ「準備編」 

「準備編」は，「見立て」に関する資料を載せている。本研究では，「見立て」の「見る」は， 

   生徒の実態を見ることであり，いわゆるアセスメントと捉えた。また，「見立て」の「立てる」 

は，個別の指導計画等を立てることと捉えることとした。「見立て」は，自立活動で非常に重要

なプロセスとなるが，高等学校における「見立て」は，経験の少ない高等学校の教員が多いと思

われることから，手掛かりとなる資料があるとよいのではないかと考えた。 

   ア 「見立て」 

    (ｱ) 「見立て」に関する視点 

通級による指導の対象となる生徒の判断については，特別の教育課程の編成が伴うため， 

さまざまな考慮すべきことがあることは先に述べた。さらに，本研究は，「キャリア発達を

支援する」自立活動であるので，既述（p.17）の学校のキャリア教育等のいわゆる通常の教

育課程の１層ならび２層の支援を十分に行って，さらに，３層である個別の指導・支援にお
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いてもなお困難さを抱えるであろう生徒についての判断が必要になるため，いわば，困難さ

について，二重の判断が必要になるとも考えられる。しかし，困難さの把握の方法に絶対的

なものはないことから，「これまですでに実施してきている生徒にかかわる情報を基本とし

ながら，必要に応じ，新たな情報を加えていくプロセスを整理していくことが有効である」

（岩手県教育委員会，2018）ように，プロセスの整理や，その中で「見る」に当たるアセス

メントを付加する必要があるのか等について検討を行い，学校としてのプロセスや判断基準

の整理をしていくことが必要と考える。そこで，本研究では，校内委員会で，日常的に支援

を必要とする生徒の情報共有や支援の在り方を行う中で，必要に応じてチェックシートを用

い，困難さについて具体的に把握した上で，困難さの総合的な把握を校内委員会で判断し，

対象生徒を決定していくというプロセスで行うこととする。 

      サンプルパッケージに登場するそうくんを例に具体的なプロセスを挙げる。 

〔そうくんが通級による指導の対象生徒となるまでの流れ〕 
・ １学年の頃，人との関わりにトラブルが見られた。 

・ 担任との放課後に断続的に行ったソーシャルスキルの学習による本人の気付き

や，周囲の生徒がそうくんの特性を次第に理解していったことにより，徐々にト

ラブルは減っていた。 

・ 一部の少人数の人との関わりの中では安定して過ごすことができていた。 

・ しかし，２年生の修学旅行で，同室となったクラスメイトとの間に大きなトラブ

ルがあり，就職に向けて，ソーシャルスキルを身に付けることが課題として，再

び浮き上がってきた。 

・ ２学年の夏に有志で実施しているインターンシップには本人の意思で参加しな

かった。就職に必要と思われるソーシャルスキルやキャリアに関する学習の機会

が，本人の状況から見て不足と考えられた。 

・ 冬季休業前の三者面談において，これらの本人の困難さについて，本人・保護者・

担任の共通理解が図られたので，担任は校内委員会で，本人の現況を伝え，これ

まで実施してきた諸検査等の状況を踏まえて，本人の現状や自立に向けての課題

について報告した。 

・ 校内委員会では，通級による指導「キャリアデザイン」の３学年での受講を想定

して，さらに情報共有していくことを確認した上で，チェックシートを実施する

ことにした。 

・ チェックシートを実施した結果，コミュニケーションや言葉遣いによる気付きが

９項目中７つ該当，対人関係における気付きは８項目中６つ該当した。 

・ チェックシートの結果を，校内委員会で報告し，全体の指導の場面における学び

の様子や１学年時の担任によるソーシャルスキルの個別の指導について振り返

りながら，総合的に検討した結果，個別に具体的な支援を継続的に行う必要があ

るとの方向性となり，通級による指導「キャリアデザイン」の受講を，本人と保

護者に提案するということになった。 

・ 本人，保護者と数回の面談を重ねたところ，受講を希望したので，ソーシャルス

キル等を含めた，キャリア発達を支援する自立活動を実施していくこととなった。 

      このように，生徒の状況について，これまでの経過や現状，チェックシートの結果，諸検

査の結果等を踏まえ，通常の教育課程で行ってきた支援の状況等から見て，生徒の支援が十

分にできないと判断した場合に，特別の教育課程による特別な指導が必要な生徒であるかを

判断し，対象生徒を決定していくということになる。この対象生徒決定までの過程を，本研

究では「アセスメント１」と位置付ける。 

    (ｲ) 「見る」 

     ① 「学びの地図 STEP シート」 

       自立活動の指導内容については，個別の指導計画を作成し，計画する。作成の際は，こ 

      れまで得てきた情報を整理し，それを参考にしていくが，自立活動の目標に即して考える 

と，本人・保護者の思いや願いを聞き取りながら作成していくことが必要である。そこで， 

通級による指導がスタートする前に，三者面談等において，生徒自身が目指す姿に向けて， 

ト
ラ
ブ
ル
→
担
任
の
対
応
→
ト
ラ
ブ
ル
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び
→
校
内
委
員
会
等
→
チ

ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
→
通
級



37 

 

現在，どのような課題があり，何を身に付けたいか等を考えさせる学びの地図 STEP シー 

ト【図 19】について，三者で作成することを，提案する。学びの地図 STEP シートは，学 

習指導要領に向けた答申（2010）で示された以下の内容を参考に作成した。 

１ 「何ができるようになるか」（育成を目指す資質・能力） 

２ 「何を学ぶか」（教科等を学ぶ意義，教科等間・学校段階間のつながりを踏まえた教育課程の編成） 

３ 「どのように学ぶか」（各教科等の指導計画の作成と実施，学習・指導の改善・充実） 

４ 子供一人一人の発達をどのように支援するか（子供の発達を踏まえた指導） 

５ 何が身についたか（学習評価の充実） 

６ 実施するために何が必要か（学習指導要領等の理念を実現するための必要な方策） 

学びの地図 STEP シートは，指導教員による「聞き取りシート」を想定している。三者

面談等で，目指したい姿や自分の課題，身に付けたいこと等について，三者でさまざまな

対話を重ねながら，項目毎の内容を指導教員が聞き取ることで，目指す姿の共有に役立て

ることができ，個別の指導計画作成に活かせると考えた。なお，後述の授業実践３回目に

おいて，本シートを用いた自己理解の学習を行っている。本シートを用いた学習は，生徒

の新たな気付きを引き出すことができたと捉えられることから，授業における活用にも効

果があると考えた。一方で，授業における取組には個人差があり，所要時間もかかること

から，授業においては，「課題」「身に付けたい力」「目指したい姿」の３ステップのミニ版と

して活用することを，「ワークシート編」の複数のワークシートにて，提案している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ② 「自立に向けてのチェックシート」 

自立や社会参加に向けては，より具体的な視点で，現状について把握して，必要と思わ 

れる力について伸ばしていく必要がある。そこで，自立に向けてのチェックシートを用い

た現状や課題の具体的把握について提案する。自立に向けてのチェックシート【図 20】は，

本人による記入を想定しており，通級による指導が始まる前に一度実施することで，本人

の自己理解が進み，一方，指導教員にとってはアセスメントの側面を持つ。また，年間を

通じて数回実施することにより，本人が自分の成長を感じたり，指導教員が生徒について

詳しくアセスメントしたりする際の資料として機能するようにしたい。 

【図 19】学びの地図 STEP シート 
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     ③ プロフィールシート 

    プロフィールシートは，これまでの生徒の情報や，学びの地図 STEP シート並びに 

   自立に向けてのチェックシート等から得られた情報を，一括して載せる様式【図 21】で 

ある。プロフィールシートの作成者は，指導教員や担任等が考えられるが，自立活動の学び 

は，特設する自立活動のみならず，学校の教育活動全体を通じて行うため，教員間の連携を 

図る上で，生徒に関する情報を一括してまとめておくことは重要となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 21】プロフィールシート例 

  （岩手県教育委員会「高等学校における「通級による指導」の手引」） 

    (ｳ) 「立てる」 

     ① 個別の指導計画 

これらの情報を踏まえて，個別の指導計画【図 22】を立てていく。「見る」が適切に行 

えていれば，個別の指導計画を「立てる」際の資料として役立ち，「個の課題」を明確に 

した個別の指導計画を作成することができる。なお，困難さを改善するために，教科の指 

導が必要になる場合には書き加えていくこととするが，既述（p.3）のとおり，各教科の 

【図 20】自立に向けてのチェックシート 
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内容は取り扱いながらできるものとされ，教科の補充ではないことに留意する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 22】個別の指導計画例 

（岩手県教育委員会「高等学校における「通級による指導」の手引」） 

     ② 個別の指導計画作成に関わる参考資料 

個別の指導計画の作成の際には，実態を把握した上で，目標を決め，指導内容を選定し 

なければならない。その作成の際の参考となるものとして，「高等学校生徒の自立活動に 

おける指導段階の例」【図 23】を作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 23】高等学校生徒の自立活動における指導段階の例「１ 健康の保持」 

新特別支援学校学習指導要領解説では，「自立活動の内容は，大綱的に示してあるこ 
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とから，項目に示されている文言だけでは，具体的な指導内容をイメージしにくい場合 

がある」ため，「自立活動の指導を担当する教師には，学習指導要領に示された内容を 

参考として，個々の幼児児童生徒の実態を踏まえ，具体的な指導内容の設定を工夫する 

こと」の必要性が示されている。このことからは，自立活動の項目や指導内容の選定に 

は難しさが伴うことが窺える。そこで，各区分における高等学校段階で見られそうな実 

態の一例について，【図 23】の「STEP」にて段階の例を挙げることにより，実態把握後 

の指導目標を立てる際に，考え方の一つとして役立てることができると考えた。また， 

「この区分で取り上げる他の実態例」として，高校生段階で見られそうな実態例を，示 

すこととした。「実態例」並びに「この区分で取り上げる他の実態例」を見ることによ 

り，個別の指導計画における，実態把握をした上での項目選定に役立てることができる 

ことを目指す。 
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   (4) サンプルパッケージ修正の方向性 

     国立特別支援教育総合研究所の若林上総主任研究員の助言を基に，サンプルパッケージに修

正を加えた【表 20】。 

【表 20】サンプルパッケージ修正の方向性 

国立特別支援教育総合研究所 

若林上総主任研究員からの 

ご助言 

ご助言を踏まえて，研究に反映した点 

研
究 

サ
ン
プ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ 

具体的な内容 

・通級による指導は「特別の教育課程」

であり，「通常の教育課程」で行われ

るキャリア教育と区別する必要性が

ある。 

 

 

・「通常の教育課程」で行われるキャリ

ア教育は，全ての在校生徒が対象で

ある。 

 

 

・その「通常の教育課程」の学びの過

程に困難さが生じた生徒に，通級に

よる指導が行われるという流れがあ

る。 

〇  ・研究の本文中で，通級による指導は，

「特別の教育課程」の編成により実施

される旨を重ねて記述することとし

た。 

〇  ・研究の本文中並びに「ワークシート編」

に，そうくん・はなねさんが通級によ

る指導を受けるまでの流れを示し，ど

のような困難さがあったか，どのよう

な指導を行ってきたか等について表

した。 

○ 〇 ・「準備編」に，アセスメントで用いる

チェックシートを掲載し，校内で取組

やすく客観性のあるアセスメントの

一例を示した。 

 〇 ・「ワークシート編」に，そうくん・は

なねさんの通級による指導を受ける

までの流れを示した。 

・学校の活動全体で実施されるキャリ

ア教育の中でどのような困り感が生

じ，支援を要するのかを明らかにす

る段階が必要である。 

 〇 ・「ワークシート編」に，そうくん・は

なねさんの個別の指導計画並びに個

別の教育支援計画を作成し，キャリア

教育の中での困り感や支援の必要性

を示すこととした。 

・「ワークシート編」の授業の構想の中

で，そうくん・はなねさんの「思い」

を吹き出しで示すが，その中で，就職

活動等のキャリアの学びで感じてい

る困り感について表すこととした。 
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・授業の構想のユニバーサルデザイン

の視点は，本人たちの理解につなが

る手立てとしてはよいが，個別の指

導の場面では，ユニバーサルデザイ

ンと言っても，対象生徒に向けて行

われるものとなる。通常の学級で行

われる「学びのユニバーサルデザイ

ン」と通級による指導は，指導を個

別化するか否かという点で異なる概

念であり，その点を強調してよい。 

 〇 ・「ワークシート編」の授業の構想の中

でユニバーサルデザインの具体例を

載せているが、授業の構想の見方の中

で，通常の学級におけるユニバーサル

デザインと通級による指導における

個別指導に役立つユニバーサルデザ

インの視点を区別する必要性につい

て、留意点として載せることとした。 

・サンプルパッケージ全体を受講した

生徒にはどのような変容が期待でき

るかということを明確にできるとよ

い。そうくんやはなねさんの課題の

改善・克服するプロセスをパッケー

ジの中で描けるとよい。 

 〇 ・「ワークシート編」の授業の構想の中

で，そうくん・はなねさんの「思い」

を吹き出しで示すが，その中で，さま

ざまな学びを生かそうとする本人た

ちの姿勢を表すこととした。 

・35 時間分の単位修得は，個別の指導

計画に設定された目標の達成をもっ

て評価される。評価の根拠となる指

導目標の記述，指導目標の根拠とな

る実態の整理についても，どこかで

触れられるとよい。 

 〇 ・「ワークシート編」に，そうくん・は

なねさんの個別の指導計画並びに個

別の教育支援計画を作成し，実態と目

標等を示すこととした。 

・実態に即した配慮が授業ごとに行わ

れ，通級での学びが保障されても，

通級による指導以外の場面で生徒が

主体的に困難さを改善・克服してい

くように指導することまで構想され

なければ，指導の成果は広がらない。 

 〇 ・「ワークシート編」の授業の構想の中

で，そうくん・はなねさんの「思い」

を吹き出しで示すが，その中で，さま

ざまな学びを生かそうとする本人た

ちの主体的な姿勢を受け止め，次の指

導の在り方を示す内容を，指導上のポ

イントとして示した。 

・学ぶ本人の歩みに合わせた問いの立

て方，答えを導くまでの十分な時間

の確保と対話，これらも指導のポイン

トとしてどこかで整理できるとよい。 

 〇 ・「ワークシート編」に，自立活動にお

ける指導の留意点を載せることとし

た。 

 

 

 



43 

 

(5) 実践 

    サンプルパッケージの「ワークシート編」の中から，対象生徒の「見立て」に合った授業の構 

想並びにワークシートを選び，それを参考に，授業の構想や教材を作成し，授業実践を行う。授

業実践は，個別の課題について伸ばしたい自立活動の内容に，基礎的・汎用的能力である４能力

の視点を取り入れて実施する。 

３ 検証計画 

高等学校における通級による指導の充実について，理論ベースの取組と実践ベースの取組それぞ

れについて，検証を行う。検証の方法は，次に示すとおりとする【表 21】。 

【表 21】検証計画 

ベース 

内容 

対象 検証 

方法 

内容 検証の時期／

回数 

理論ベース 紫波総合高

等学校の教

員 ２人 

 

サンプル

パッケー

ジを見て

頂いての

面接法等 

１ 「準備編」は，「見立て」に関わっ

て参考となる内容だったか 

２ 「ワークシート編」は，キャリア発

達を支援する自立活動についてイ

メージできるものであったか 

９月～11 月頃 

２回程度 

実践ベース 実践の対象

生徒 ３人 

質問紙法 

 

１ 認知機能強化のトレーニング（コグ

ニティブトレーニング，以下コグト

レ）を体験して，自分の得意なこと

や苦手なことについて，新たな気付

きがあったか 

２ コグトレは，自分の得意なことを伸

ばしたり，苦手なことを改善するこ

とに役立つと思うか 

３ 自己の課題について考える学習で，

新たな気付きがあったか 

４ ３回の授業で学んだこと・体験した 

ことは，自立と社会参加に向けて役

立つと感じたか 等 

11 月，３回めの

授業後／１回 

授業を参観

した対象生

徒のクラス

担任 １人 

質問紙法

または 

面接法 

１ 授業の内容は，自立と社会参加に向

けての生徒自らが自分の課題に気

付く内容となっていたか 

２ 生徒たちは主体的に自らの課題に

向き合っていたか 

３ 自立と社会参加に向けて，自分の課

題に向き合う授業について，どのよ

うに感じたか 等 

９月，11 月の 

授業後／２回

程度 

 

 

・サンプルパッケ

ージ「準備編」

「ワークシート

編」 

・指導内容選定 

・キャリア発達を

支援する自立活

動 
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４ 高等学校における通級による指導の充実に関する研究構想図 

 

  

【図 26】研究構想図 
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Ⅶ 授業実践の結果と考察 

 １ 授業実践の目的 

   キャリア発達を支援する自立活動の授業実践を行い，目標並びに内容・手立て等が，対象生徒の

様子や変容等から見て，適切なものであるかを検討する。検討した内容や方法について，サンプル

パッケージの「準備編」や「ワークシート編」の作成の参考とする。実践並びにサンプルパッケー

ジ作成を通じて，高等学校における通級による指導の充実に役立てる。 

 ２ 授業実践の概要 

   生徒３人（生徒ａ，ｂ，ｃ）を対象に行う。実践校には，通級による指導の場はないため，他の

場面において，仮想的に実施する。 

  (1) 対象生徒  

就職活動を前にした３学年の生徒３人（女子） 

（通級による指導対象の生徒ではないため，仮想的に実施） 

(2) 実践日程 

    ７月，９月，11 月の３回，実践を実施。 

  (3) 実践に向けての流れ 

    実践の流れについて【表 22】に示す 

【表 22】実践の流れ 

 実践の流れ 役割 詳細 

① 生徒の「見立て」 指導教員 実践校のクラス担任からの聞き取り等を基に，対

象生徒の状況を把握するために，プロフィールシ

ートや個別の指導計画を作成する。 

② 共通理解 指導教員 

クラス担任 

指導内容等について打ち合わせる。 

③ 授業計画立案 指導教員 自立活動における授業計画を立てる。 

※暫定的に作成してあるサンプルパッケージの

「準備編」「ワークシート編」の内容を参考に

する。 

④ 授業実践 指導教員 授業計画をもとに，対象生徒の様子を意識しなが

ら指導を行う。 

⑤ 振り返り 指導教員 

クラス担任 

授業実践期間中の対象生徒の変容について，各指

導場面での振り返りを行う。 

  (4) 実践の記録 

   ア 通級による指導の流れを時系列で示し，指導上で気付いた点を記述する。 

   イ 対象生徒の学習の様子や振り返りの記録等をまとめる。 

３ 授業実践の実際 

(1) 生徒ａ，ｂ，ｃについて 

   ア 生徒の「見立て」，自立活動の指導内容の選定 

     実践校のクラス担任からの聞き取り等を基に，「見立て」を行った。諸検査等を用いてのア 

セスメントは行っていない。また，仮想の場であるので，本人や保護者と事前面談等も行って 

いないため，今回の実践は，指導教員の「見立て」によるものとする。生徒ａ・ｂ・ｃについ 

ての概略は次のとおりである。 

 

 

生徒の個人情報の保護のため，

校名を伏せ，一部の設定を変更し

ている。 
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〔生徒ａ〕 

・穏やかな性格で，礼儀正しく，基本的な生活習慣が身に付いている。 

・目前の困難を避け，理想の姿を求める傾向があるが，そうした自分の状況について客観視で

きていない。 

・接客業の就職を希望している。 

 

〔生徒ｂ〕 

・ほがらかで明るく，人との関わりを楽しむことができる。 

・物やスケジュールの管理，家事等の生活スキルが身に付いておらず，そのことに気付いてい

るが，困り感は少なく，そのため改善の意欲もあまり見られない。 

・動物に関わる就職を希望している。 

 

〔生徒ｃ〕 

・物静かであるが，人との関わりを自然体で楽しんでいる。 

・家事や生活スキルが高いが，そうした自分の強みに気付いておらず，学業成績が重要と考え

ており，自立の視点から自分の状況を捉えられていない。 

・工場への就職を希望している。 

 

生徒ａ・ｂ・ｃの個別の課題を見た時に，自立に向けての自分の課題やできていることに

ついて，理解が不足し，それらが及ぼす学習上生活上の困難について理解を深めることがで

ていないと感じた。そこで，自立活動では「健康の保持」の(4)障害の特性の理解と生活環

境に関することを重点的に行うこととした。またその中に，基礎的・汎用的能力である「自

己理解・自己管理能力」の中の自己の肯定的な理解の視点を入れた活動を行うこととした。

これらのことを踏まえて，生徒ａ・ｂ・ｃの個別の指導計画を作成した。生徒ｃは，特に自

立に向けての課題が多く，自己理解を深めることは本人にとって重要であると感じた。生徒

ｃの個別の指導計画を【図 27】に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     【図 27】生徒ｃの個別の指導計画 
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      生徒ｃの自立に向けた課題は，「健康の保持」「心理的な安定」「コミュニケーション」の

区分の内容が優先度が高いと選定したが，実践は３回のみであるため，中でも特に本人にと

って必要かつ優先順位が高いと思われる，「健康の保持」の「障害の特性の理解と生活環境

の調整に関すること」について，指導していくこととした。理由として，生徒ｃは，就職活

動や，就労を前にしており，自己の特性を理解をしていくことは，就職活動のみならず，そ

の後の自立や社会参加に向けた一歩になると考えたためである。自己理解に関する区分とし

ては，人間関係の形成の中の(3)自己の理解と行動の調整に関することがあるが，集団の中

での自分の行動の特徴等の理解より以前に，「自ら生活環境に主体的に働きかけ，より過ご

しやすい生活環境を整える力を身に付けるために必要」（新特別支援学校学習指導要領解説）

な障害の特性の理解と生活環境に関することを踏まえ，健康の保持における(4)の項目につ

いて，選定することとした。 

区分 項目 

１ 健康の保持 （４）障害（※）の特性の理解と生活環境の調整に関すること 

    

 

 

 

 

 

 

 

イ キャリア発達を促す基礎的・汎用的能力の視点を取り入れた学習活動 

     自立活動においては，健康の保持の(4)の障害の特性の理解を取り上げることは先に述べた。

その中に，基礎的・汎用的能力の中の，「自己理解・自己管理能力」の視点を入れて，指導す

ることとした。視点として入れるのは，基礎的・汎用的能力を構成する 27 要素からではなく，

下記の自己理解・自己管理能力の説明（文部科学省，2011）の中にある，自己の肯定的理解を

もてるような内容を検討することとした。生徒たちが初めての授業・初めての内容であっても

戸惑うことなく，「できる」「やれる」という内容を提示していくことにより，自己の肯定的理

解につながる取組ができるのではないかと考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己理解・ 

自己管理能力 

自分が「できること」「意義を感じること」「したいこと」について，社

会との相互関係を保ちつつ，今後の自分自身の可能性を含めた肯定的な

理解に基づき主体的に行動すると同時に，自らの思考や感情を律し，か

つ，今後の成長のために進んで学ぼうとする力。 

※「障害」についての本研究における捉え 

本研究では，「障害」について，困難さを抱えた状況にあると捉える。 

困難さとは，学習上，生活上または，自立に向けた困難さであり，それらについて，「総

合的な見地から判断」（文部科学省，2018）することとし，医学的な診断のみを根拠としない。 

しかし，自立活動における指導においては，自立活動の項目の選定が必要になるため， 

特別支援学校学習指導要領解説に示されている自立活動の区分・項目をそのままを引用す

る。よって「障害」の語句についても，変更せずに使用する。 
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   ウ 自立活動の実践 

    (ｱ) 自立活動の概要 

個別の指導計画をもとに，３回の実践では，生徒ａ，ｂ，ｃともに，自立活動の「健康の

保持」について，行うこととした。指導教員が生徒たちの状況を把握していないため，初回

は，「健康の保持」における自己の現況の理解につながるような導入的な内容を，交流を図

りながら行うこととした。 

生徒たちを側で見られる機会がなく，２カ月おきに行う実践であったので，初回の状況を

見て，２回目・３回目については，生徒の状況等を踏まえて，その都度計画した。実践の内

容をまとめたものが【表 23】である。 

【表 23】自己の特性の理解やコミュニケーションに関する自立活動 

自立活動の 

内容 

区分（項目） 

キャリア発達を

促す基礎的・ 

汎用的能力 

実施

月 

実施 

回数 

題材名 学習活動 

１ 健康の保持 

（障害の特性の理

解と生活環境の調

整に関すること） 

自己理解・自己

管理能力 

 

７月 初回 

 

夏季休業前の

振り返り 

１ 夏季休業前の

振り返りをす

る 

２ 認知機能強化の

トレーニングを

する 

９月 ２回目 自分の課題に

ついて考えよ

う 

 

 

１ 認知機能強化の 

トレーニングを 

する 

２ 自分の課題につ 

いて考える 

11 月 ３回目 自分の課題に

ついて考えよ

う ～ 学 び の

STEP シートの

記入を通じて

～ 

１ 認知機能強化の 

トレーニングを 

する 

２ 自分の課題につ 

いて知る～学び

の STEP シート

の記入を通じて

～ 

 (2) 実践の実際 

ア 初回（７月実施）の概要 

     初回は，生徒たちとの交流を主な目的として行った。自立活動の内容としては，「健康の保 

持」，基礎的・汎用的能力の中においては，「自己理解」を中心に行うこととした。具体的な内 

容としては，夏季休業前の振り返りを行い，社会に出るまでに伸ばしたい個々の課題について， 

対象生徒たちから話を出してもらった。また，その課題を改善する１つの方法として，コグト 

レがあることを紹介し，体験を行った。２回目以降は，対象生徒らが感じる課題に基づいたコ 

グトレを準備してくることを予告した。 
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 (ｱ) 自立活動指導案 

 

キャリア発達を支援する自立活動指導案（初回） 

 

 

１ 題材名    「夏季休業前の振り返り」 

 

２ 題材について 

(1) 生徒について（３人に共通） 

   高等学校生活において，学習や生活の場面で困難さを抱えているが，本人自身に気づきが少ない。  

   また，自分の出来ていることについての評価が十分にできておらず自信を持ちづらい状況にある。 

（健康の保持：特性の理解） 

就職や進学等で社会に出る間近の生徒がおり，徐々に気持ちの準備が出来てきている。しかし

ながら，社会と関わり，生きていくことについて，準備が不足している。（自己理解・自己管理

能力） 

(2) 題材について 

自立活動における，健康の保持の「障害の特性の理解と生活環境に関すること」について，自 

己の状況を理解するという活動を通じて改善・克服のきっかけをつくる。また，キャリア発達を

促す基礎的・汎用的能力の中の「自己理解・自己管理能力」の視点を取り入れる。実施日が，夏

季休業の前日であることから，夏季休業前の振り返りを通じて，学校生活や日常生活における自

己理解を進める学習である。また初回であることを鑑みて，題材を通じて，指導教員との顔合わ

せや会話を通じた交流を図れるよう，活動はやや少なめに設定する。 

 

自立活動の区分と項目     

１ 健康の保持 （４）障害の特性の理解と生活環境に関すること 

（新学習指導要領にて新設） 

キャリア発達を促す基礎的・汎用的能力 

 

自己理解・ 

自己管理能力 

 

自分が「できること」「意義を感じること」「したいこと」について，社会

との相互関係を保ちつつ，今後の自分自身の可能性を含めた肯定的な理解

に基づき主体的に行動すると同時に，自らの思考や感情を律し，かつ今後

の成長のために学ぼうとする力 

(3) 手立てについて 

    ・ ワークシート【図 28】を用いて，前期の振り返りや評価を行い，自己の状況の理解が進む 

     ようにする。 

    ・ 夏季休業前の振り返りの後に，その振り返りとの意味付けを行いながら，認知機能の強化 

     トレーニング（コグトレ）【図 29】を１～２つ程度体験的に実施する。トレーニングによっ 

て認知機能が高まると生活や社会の中で役立つことを説明し，トレーニングの意義についての 

理解を進める。 

    ・ 授業ではコグトレという語句を用いずに，「認知機能の強化トレーニング」と説明する。 

    ・ 振り返りシート【図 30】を用いた本時の授業の振り返りを行う。 

    ・ 全体で行う指導の他に，生徒個々の取組の様子を見ながら，必要な声掛けや手立てを行う。 

３ 本時の構想 

(1) 本時の目標 

    翌日から夏季休業に入ることを踏まえ，夏季休業前（４～７月）の生活の振り返りをすること

により，自己理解を進める。 

    コグトレを体験し，トレーニングを通じて認知機能を強めることが，生活や社会で役立つこと

を知る。 
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(2)展開 

段階 学習活動 指導上の留意点 ◆評価 ◇教材 

導入 

（10 分） 

１ あいさつ 

２ オリエンテーション 

 

・ 各自の近況を聞き，リラッ 

クスした雰囲気をつくる 。 

 

展開 

（25分） 

３ 学習活動の確認 

 

 

ワークシートに記入する 

 (５分) 

 ◇ワークシート 

 

４ 自立活動  

 

 

夏季休業前の取組でがんばっ

たことをＡＢＣで自己評価す

る。自分にかける言葉等は自

由に記述する。 

（10 分） 

・ 記述する箇所で書きづ 

らい様子が見られた場合 

には，記入のきっかけとな 

るような声掛け，アドバイ 

スを行う。 

・ 自分の頑張りを踏まえ 

て，これから就職に向けて

伸ばしたい課題を尋ねる。 

・ その課題を伸ばす一つ 

の方法として，コグトレが

あることを紹介する。 

◆１つ１つの項目を

考えながら評価す

ることができた

か。 

◆自分の取組を振り

返り，記述できた

か。 

 

   

 

(1) コグトレを選ぶ 
（６種類から） 

(2) コグトレをやってみる 

   （15 分） 

 

・ コグトレを選ぶ際のヒ 

ントとなるように，指導教

員の視点で簡単・難しい等

の情報を参考として伝え

る。 

・ 体験終了後，トレーニン 

グが生活や社会に役立つ

ことを説明する。 

◇コグトレのプリン

ト（類似したもの

を６種類） 

◆集中して取り組ん

だか。 

 

まとめ 

（15 分） 

５ 感想，振り返り 

６ あいさつ 

 ◇振り返りシート 

◆１ 今日の授業の

内容の振り返り，

２ 授業へ向かう

姿勢の振り返りが

できたか。 
 

 

 

 

 

 

コグトレをする 

夏季休業前の振り返りをする 
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(ｲ) ワークシート等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 28】初回 ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 29】初回 生徒が選んだコグトレ 

（宮口幸治，『コグトレ みる・きく・想像するための認知機能強化のトレーニング』 

ＣＤ，三輪書店） 
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【図 30】初回 振り返りシート 

(ｳ） 初回における生徒の様子 

始めに，夏季休業前までの学習や活動について，【図 28】の項目毎に自己評価をさせた。

選択して○を付けるという内容であったためか，評価について，３人ともにすぐに記入を終

えた。生徒ａや生徒ｂは，評価Ａの数の合計が４個あったが，生徒ｃは，評価Ａの数が０個

であり，それを知った生徒ａや生徒ｂからは，驚きの声が上がっていた。生徒ｃの普段の様

子や頑張りから考えて，自己評価が低いのではという驚きの声であった。 

その後の，自分にかける褒め言葉や労いの言葉については，褒めや労い言葉のリストを参

考にしながら，自分なり言葉や表現で記入していた。生徒ｃは，自分にかける言葉の文を書

くことに苦戦していたが，考えながら真剣に取り組んでいる様子が見て取れた。生徒ａは，

自分への㶞咤激励の文を長めに書いていた。 

その後，夏休みの過ごし方等に触れ，夏休み後には就職活動が本格的に始まるとの話題を

出し，社会に出るまでにどのような力をつけたいかを聞いたところ，生徒それぞれから，次

のような課題が話された。 

生徒ａ：「我慢ができるようになりたい」 

生徒ｂ：「書きミスをしないようになりたい」 

生徒ｃ：「知識や常識を身に付けたい」 

特に生徒ａとｂについては，具体的に自己の状況を話し，それとともに自己の課題を話す 

ことができており，自立活動にふさわしい学びの姿勢をすでに備えていると感じた。 

コグトレは，まとめる・数える等の認知に関する類似した種類のものから好きなプリント 

を選ばせ【図 29】，実施した。まとめる・数える等のものを選んだ理由は，簡単な計算等を 

含むことから，数学等の学習の延長として取り組むことができるのではないかと考えたため 

である。自ら選んだという点で，主体的なスタートとなったのか，約１分半程度の実施時間 

中，集中して真剣に取り組む様子が見られた。 

(ｴ)  成果と課題 

        成果として，生徒たちが，自分の課題について話したことが挙げられる。時間中，生徒と 

          教員の関係性を少しずつ作っていくことが，自己開示を必要とする自立活動には欠かせな 

いと捉え，雑談や他愛もない話を含めてさまざまな話をしながら進めていった。そうした中 
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で，生徒たちが，自分の課題について，自分の言葉で表出したことは大きな成果であった。 

課題として，夏季休業前の振り返りの際に，一人一人の自己理解が進むような適切な声掛

けを，一人一人の記入した内容や発言した内容に対してできなかったという点である。自己

理解を進める上で，個に応じた適切な指導という点では，十分ではなかった。同じ場で複数

の生徒が学ぶ場合であっても，時間を有効に活用しながら，個に応じた指導・支援について，

どのように行っていくのがよいのか，２回目への課題とした。 

イ ２回目（９月実施）の概要 

    ２回目は，自立活動の特性を生かした授業を行うことにした。はじめに，初回にも行った認知 

   機能の説明を行い，その後，コグトレ中から，図形に関するものを体験として行った。次に，初 

   回で生徒たちから出してもらった「自立に向けての課題」について，個別のプリント学習で詳し 

   く把握したり，深めたりしていく取組を行った。次頁に，本時の自立活動指導案を示す。 
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 (ｱ)  自立活動指導案 

 

キャリア発達を支援する自立活動指導案（２回目） 

 

１ 題材名    「自分の課題について考えよう」 

 

２ 題材について 

(1) 生徒について 

   高等学校生活において，学習や生活の場面で困難さを抱えており，自己の困難さ（課題）につ

いて一定の認識を持っている。しかしながら，そうした困難さ（課題）について，具体的に把握

し，「気付き」を得ているとは言いがたい（健康の保持）。 

就職や進学等で社会に出る間近の生徒がいるが，社会と関わり，自己の困難さを克服しながら，

生きていくことについて，考えが不足している。（自己理解・自己管理能力） 

(2) 題材について 

自立活動における，健康の保持の「障害の特性の理解と生活環境に関すること」について，自

己の困難さ（課題）に「気付く」という活動を通じて改善・克服のきっかけをつくる。また，キ

ャリア発達を促す基礎的・汎用的能力の中の「自己理解・自己管理能力」の視点を取り入れる。 

 

自立活動の区分と項目     

１ 健康の保持 （４）障害の特性の理解と生活環境に関すること 

（新学習指導要領にて新設） 

キャリア発達を促す基礎的・汎用的能力 

 

自己理解・ 

自己管理能力 

 

自分が「できること」「意義を感じること」「したいこと」について，社会

との相互関係を保ちつつ，今後の自分自身の可能性を含めた肯定的な理解

に基づき主体的に行動すると同時に，自らの思考や感情を律し，かつ今後

の成長のために学ぼうとする力 

 

(3) 手立てについて 

    ・導入で，７月実施に引き続き，コグトレによって認知機能が高まると，仕事をする際や，生

活の中で役立つことを説明し，やってみたいコグトレを選んで，体験する【図 31】。   

・７月に本人たちが話した自己の課題について，その内容を具体的に把握し，「気付き」や「把

握」のきっかけを作る【図 32，33，34】。 

    ・授業ではコグトレという語句を用いずに，「認知機能強化のトレーニング」と説明する。 

    ・振り返りシートを用いた本時の授業の振り返りを行う。 

    ・個別の指導が主となるので，生徒個々の取組の様子を見ながら，必要な声掛けや手立てを行う。 
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３ 本時の構想 

(1) 本時の目標 

    生徒ａ，ｂ・・自己の困難さ（課題）について，具体的に「気付き」「把握」する。 

    生徒ｃ ・・・ 自分の出来ていることに「気付き」，特に，自己の肯定的理解を進めつつ，自

己の困難さ（課題）の「把握」につながるきっかけを得る。 

    共通・・・・・コグトレを通して，「認知」という働きについて体感する。 

(2)展開 

段階 学習活動 指導上の留意点 ◆評価 ◇教材 

導入 

（５分） 

１ あいさつ 

 

  

 

 

 

 

展開 

（20 分） 

２ 自立活動 

 

(1) コグトレを選ぶ 

(2) コグトレをやってみる 

（５分） 

 

 

・ トレーニングが生活や 

社会に役立つことを説明

する。 

 

◇コグトレのプリン

ト（図形に関する

ものを６種類） 

◆コグトレに集中し

て取り組んだか。 

 

 

自分の「課題」について，考え 

ながらワークシートに書く 

（15 分） 

・ 一人一人のワークシー 

トの内容が異なるので，机

間巡視をしながら，必要に

応じて説明等を加える。 

◇個別のワークシー

ト 

◆ワークシートの内

容について，しっ

かり考え，取り組

んだ（記述した）

か。 

まとめ 

（５分） 

 

３ 感想，振り返り 

４ 次回予告 

５ あいさつ 

 

 

 

◇振り返りシート 

◆今日の授業の振り

返りができたか。 

 

  ※２回目（９月実施）は，諸事情により 30 分間での実施となった。 

 

 

 

コグトレをする 

自分の「課題」について考える 
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(ｲ)  ワークシート等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 31】２回目 コグトレ 

                   (宮口幸治，『コグトレ みる・きく・想像するための認知機能強化のトレーニン

グ』ＣＤ，三輪書店) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 32】２回目 生徒ａのプリント 
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【図 33】２回目 生徒ｂのプリント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 34】２回目 生徒ｃのプリント 

 (ｳ) ２回目における生徒の様子 

   はじめに行ったコグトレは，数種類の中から好きなプリントを選んで行った【図 31】。初 

  回とは違うコグトレのプリント（重なり図形，穴の位置等の図形のプリント）を用意する 

  ことで，新たな気付きを得て欲しいと考えた。また，図形のコグトレを選んだもう一つの 

  理由は，生徒ｃが描画や造形等が得意と聞いていたので，生徒ｃが「できる」という感覚 

  を味わい，自己肯定感を高めるきっかけとしたいとの思いがあったためである。体験後に 

は，自ら選んだものの，取り組んでみたら「難しかった」という感想を述べた生徒もいた 

が，３人全員がそれぞれの課題に集中して取り組んでいた。終了後，「こういうプリントを 
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やることで，自分の認知の得意や不得意が分かりそうだよね。」という話をしたところ，生 

徒ａとｂは頷いていた。また，後で記入した振り返りシートでは３人ともが，「人には認知 

という働きがあることが分かった」に○をつけていた。 

   次に行った「自分の課題について知ろう」では，初回において生徒それぞれが話した課

題について作成した個別のプリント学習を行った。 

生徒ａは，「我慢ができるようになりたい」と話していたので，どのような時に我慢した 

いのか，直したい行動は何か，直前の行動をどう変えればよいか，直前の行動を変えると，

結果はどうなるか等，認知行動療法の視点を取り入れた内容【図 32】で行った。直前の行

動を変えてみると自分の得たい結果が得られるという流れを書くことができたので，それ

について実際に試してくることを次回 11 月までの宿題とした。生徒ａは，感想に，「自分

の今の気持ちを見直して，行動に移せば結果が出るということを知れてよかった」と書い

ていた。 

生徒ｂは，「書きミスをなくしたい」と話していたので，どのような時に書きミスをしな

いか，改善方法の中で取り組めそうなものは何か等を考える内容【図 33】とした。改善方

法について，自分に向いていると思う方法を１位から５位までについても書くことができ

たので，その中のいくつかについて，取り組んでみることを次回 11 月までの宿題とした。

感想には，「具体的に自分の課題を知ることができた。その課題を改善していけるようにが

んばりたい。」と書いていた。 

生徒ｃは，「知識・常識を身に付けたい」と話していたので，身近な常識の中で家事につ

いて考える内容【図 34】とした。生徒ｃは，初回の夏季休業前の振り返りの様子から，自

己肯定感の低さが見られると感じたので，ｃの得意である家事についての内容を選んだ。

選択肢として用意した家事については，ほとんどが好き・やったことがあるというもので

あった。蛍光灯の交換とアイロンがけの２つについては，やってみたいことであり，未体

験でもあるようであったので，それらを試してみることを，次回 11 月までの宿題とした。

感想には，「もっといろいろなことにちょうせんしたい（本文のまま）」と書いていた。 

 (ｴ)  成果と課題 

     成果の一つ目として，コグトレについてがある。生徒らの口頭での感想では，「簡単そう

に見えたけど取り組んでみたら難しかった」「自分の予想が外れた，当たった」等と話す生

徒がいたことである。自分の「認知」の得意や不得意について過去の経験からくる予想が

外れた，当たったということは，自分の「認知」に気付くきっかけとして重要な感覚であ

る。こうした様子が見られたことは，自己理解を進めてほしいという授業の目標に沿うも

のであった。 

成果の二つ目は，個別学習として「自分の課題について考えてみよう」をテーマにプリ

ント学習を行ったことで，自己の課題について考える機会を作れたことである。初回にお

いて自分が表出した「課題」について，考え，記入したり，指導教員の問い掛けに応じる

時間を作れたことで，それぞれが自分が表出した課題について，自己理解の一端を進める

ことができた。 

   ２回目の実践の課題として，本人たちが捉える「自立に向けての課題」と，指導教員が

考える本人たちの「自立に向けての課題」が異なる場合，それぞれをどのように近付けて

いけばよいかということがあった。 

例えば生徒ｃは，７月の実践の際に，卒業までに「常識・知識を身に付けたい」と話し

ており，指導教員は，２回目の授業実践に向けて「常識・知識」とは何だろうと考えあぐ

ね，結果，生徒ｃの自己肯定感を上げたいという思いから，生徒ｃの得意な分野である家

事は，立派な常識や知識の一つであり，その得意な家事の中で，常識や知識を増やしてい
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くことの大切さを分かって欲しいとの思いで，家事に関する個別のプリントを作成した。

しかし，生徒ｃの考える常識・知識は，いわば学校で行う教科的な学びであり，生徒ｃの

表情・態度・受け答え等からは，ニーズが異なることが分かった。指導教員がクラス担任

と行った授業後の振り返りの際に，いぶかしがりながら，家事が知識・常識であることを

捉えようとしていた生徒ｃの様子についての話題が出たが，双方の見解は共通していた。 

主体性を要とする自立活動において，生徒の思いを大事にしたい，しかし，自立を目指

しての課題については，しっかりと見つめさせたい，と考える指導教員の思いがぶつかる

こととなった。生徒の課題について，どのように理解を進めていくことがよいか，課題が

残った。 

   ウ ３回目（11 月実施）の概要  

３回目は，認知機能強化のトレーニング中から，「聞く」「覚える（ワーキングメモリ）」に 

    関するものを体験として行った。展開では，「自立に向けての課題」について，学びの地図 STEP     

    シートの記入を通じて，目指したい姿から，今の自分の課題や身に付けたいことを再考する学 

習を行った。次頁に，本時の自立活動指導案を示す。 
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(ｱ) 自立活動指導案 

 

キャリア発達を支援する自立活動指導案（３回目） 

 

１ 題材名    「自分の課題について考えよう～学びの地図 STEP シートの記入を通じて～」 

 

２ 題材について 

(1) 生徒について 

   高等学校生活において，学習や生活の場面で困難さを抱えおり，自己の困難さ（課題）につい

て一定の認識を持っている。しかしながら，そうした困難さ（課題）について，自立と社会参加を

見据えて，具体的に把握し，改善・克服に向けての「気付き」を得ているとは言いがたい（健康の

保持）。 

就職や進学等で社会に出る間際の生徒がいるが，社会と関わり，自己の困難さを克服しながら，

生きていくことについて，考えが不足している。（自己理解・自己管理能力） 

(2) 題材について 

自立活動における，健康の保持の「障害の特性の理解と生活環境の調整に関すること」につい 

て，学びの地図 STEP シートの記入を通じて，自立と社会参加を見据えて，自己の困難さ（課 

題）に「気付く」という活動を通じて，困難さ（課題）の改善・克服のきっかけをつくる。また，

キャリア発達を促す基礎的・汎用的能力の中の「自己理解・自己管理能力」の視点を取り入れる。 

自立活動の区分と項目     

１ 健康の保持 （４）障害の特性の理解と生活環境の調整に関すること 

（新学習指導要領にて新設） 

キャリア発達を促す基礎的・汎用的能力 

 

自己理解・ 

自己管理能力 

 

自分が「できること」「意義を感じること」「したいこと」について，社会

との相互関係を保ちつつ，今後の自分自身の可能性を含めた肯定的な理解

に基づき主体的に行動すると同時に，自らの思考や感情を律し，かつ今後

の成長のために学ぼうとする力 

(3) 手立てについて 

    ・ 導入で，７月・９月に実施に引き続き，コグニティブトレーニング（コグトレ）を行う。 

認知機能が高まると，仕事をする際や，生活の中で役立つことを改めて説明する。今回は「聞 

く」と「覚える（ワーキングメモリ）」に関するコグトレに，挑戦する【図 35】。   

・ ７月に本人たちが話した自己の課題について，９月は，その内容を具体的に把握し，「気付 

き」を得る学習を行った。その際に出した宿題の状況を確認する【図 36，37，38】。 

・ 今回の授業では，学びの地図 STEP シートの記入を通じて，自分の課題について，目指 

 したい姿から，再考する【図 39】。 

    ・ 授業ではコグトレという語句を用いずに，「認知機能強化のトレーニング」と説明する。 

    ・ 振り返りシートを用いた本時の授業の振り返りを行う。 

    ・ 個別の指導が主となるので，生徒個々の取組の様子を見ながら，必要な声掛けや手立てを行う。 
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３ 本時の構想 

(1) 本時の目標 

    生徒ａ，ｂ・・自己の困難さ（課題）について，宿題の内容を踏まえて再考する。 

            学びの地図 STEP シートを記入し，目指す姿から，課題や身に付けたいことを 

再考する。 

    生徒ｃ・・・・自己の困難さ（課題）について，宿題の内容への取組を確認する。 

            学びの地図 STEP シートを記入し，目指す姿から，課題や身に付けたいことを 

再考するきっかけとする。 

    共通・・・・・コグトレを通して，「認知」の働きについて体感し，自己の得意・不得意な認知

について，気付きを得る。 

(2)展開 

段階 学習活動 指導上の留意点 ◆評価 ◇教材 

導入 

（５分） 

１ あいさつ 

 

  

展開 

（30分） 

２ 自立活動 

 

 

(1) コグトレ１を体験する 

(2) コグトレ２を体験する。 

(3) 感想を書く 

（10 分） 

・ トレーニングが生活や 

社会に役立つことを説明

する。 

 

◇コグトレのプリ

ント 

◆コグトレに集中

して取り組んだ

か。 

◆コグトレの内容

について考え，書

けたか。 

 

 

 

(1) 前回のプリント内容の確認 

(2) 宿題の内容の確認，記入 

(3) 学びの地図 STEP シート 

   の記入 

 

 

 

 

 

 （20 分） 

・ 机間巡視しながら，一緒 

に考えたり，必要に応じて

聞き取った内容を書き込

む。 

◇個別のワークシ

ート 

◆ワークシートの

内容について，し

っかり考え，取り

組んだ（記述し

た）か。 

◇学びの地図 STEP

シート 

◆学びの地図 STEP

シートの内容に

ついてしっかり

考えたか。 

まとめ 

（10 分） 

３ 感想，振り返りシート， 

アンケート 

４ 次回予告 

５ あいさつ 

 ◇振り返りシート 

◆今日の授業の振

り返りができた

か。 

◆３時間の授業の

振り返りができ

たか。 
 

 

自分の「課題」について考える 

～学びの地図 STEP シート～ 

コグトレをする 

学びの地図 STEP シートの記

入により，自分の目指したい姿

をとらえた上で，課題について

再考することを伝える。 
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 (ｲ) ワークシート等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 35】３回目 コグトレ 

               (宮口幸治，『コグトレ みる・きく・想像するための認知機能強化のトレーニング』

ＣＤ，三輪書店) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

【図 36】３回目 生徒ａのプリント 
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【図 37】３回目 生徒ｂのプリント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 38】３回目 生徒ｃのプリント 
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 (ｳ）３回目における生徒の様子 

  展開の導入で行ったコグトレは，初回・２回目とは違うコグトレ（「聞く」「覚える（ワー

キングメモリ）」の体験【図 35】を行った。「聞く」コグトレを行うための，取組方の説明を

そもそも聞き取ることができない様子が見られ，取り組めるかと心配になったが，何度かの

説明を加えた後，模擬的な実施をする等の過程を経て，理解につながった。「最初とポン」「最

後とポン」を例題とそれぞれ１問ずつ行うことができた。体験終了後に，初回・２回目でも

説明した「認知」の働きについて再度説明し，さらに，次のような説明を付け加えた。 

・自分の不得意な「認知」を知ることで，日々の生活の中で気をつけることが分かる。 

・トレーニングによって，例えば「聞く」という「認知」を高めると，生活や仕事の場面で説

明等を聞き取る際に役立つ。 

・就く仕事に必要とされる「認知」を考えると，自分に向く仕事，向かない仕事等を考える際

に役立つ。 

生徒ａは，頷きながら説明を聞いており，生徒ｂ・ｃも，理解をしたという様子で聞いてい

た。後に書いたコグトレに関する感想として，生徒ａは，「意外とぼんやり聞いてしまってい

る。作業しながらだと大変」，生徒ｂは，「なにか１つのことに集中するくせがある」と書いて

いた。 

  展開の２つ目として，「自分の課題を考えよう」の学習では始めに，２回目の授業の際に出

した宿題の確認を行った。２ヶ月の間が空き，３人とも宿題のことはすっかり忘れていたが，

それは想定内のことであったので，前回やった内容と宿題の内容を，用意してきた個別のプリ

ントで確認した。また，「課題について考えよう」の学習について，新たな気付きが得られる

ような視点を紹介した【表 24】。 

 

 

 

 

【図 39】３回目 生徒ａ・ｂ・ｃ共通のプリント 
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【表 24】生徒たちへの新たな視点の紹介 

生徒 本人たちから出された「課題」 新たな視点の紹介 

生徒ａ 「我慢ができるようにしたい」 Ａ→Ｂ→Ｃのルートではなく，Ｃ→Ｂ→Ａの逆

ルートで考える視点（行動から自分は何を得て

いるか，というところから，行動を見直してい

くという視点） 

生徒ｂ 「書きミスをなくしたい」 軸表のようなもので分類して考える視点 

（書きミスしにくいだけでなく，自分に合った

方法について，取組やすさから見ていく視点） 

生徒ｃ 「知識・常識を身に付けたい」 時代が違えば，役割が違えば，欲しい知識等は

違うという話をすることで，知識・常識は，環

境や役割等で変わってくるという視点 

生徒ａは，【図 36】で，前回に行ったＡ（直前のできごと）→Ｂ（行動）→Ｃ（結果）の流 

れについて，復習することから始めたが，記入が進まなかった。何とか記入した後にも，「と 

りあえず授業に向かってしまえば，授業に出ることができる」と話し，「何も考えずとも，授 

業に向かうことをしさえすれば自分の課題は解決」と話していた。生徒ａについては，授業時 

の表情が優れず，授業以外の何らかの要因もあっての，こうした発言と見ることもできると感 

じた。生徒ｂは，【図 37】で，軸表の捉えについて勘違いをして記入していたが，説明後は， 

軸表を理解した上で分類し，「取り組みやすく，書きミスしにくいと自分が考える順番」が分 

かったようであった。生徒ｃは，【図 38】の宿題の感想記入で，「蛍光灯の交換はやっていない 

けど，電気が感電しないようにすることはやった」と書いており，家事について，最近挑戦し 

た内容について記していた。また，指導教員が，「もし時代が違って，もし役割が違ったら， 

持っていたい知識や常識は違うよね」という話にも「そうですね」と答えていた。 

  宿題の確認後，「目指したい姿から今の自分の課題や身に付けたいことを考えて欲しい」と

いうことを伝え，学びの地図 STEP シートに記入をさせることとした【図 39】。 

生徒ａは，全く記入できずに，プリントを見つめたり，ぼんやりしたりしていた。 

生徒ｂは，全ての欄に自分の思いを書くことができた。10 年後に目指したい姿に「結婚して

子どもがいてめちゃハッピー（本文のまま）」と書いており，「仕事は？」と尋ねると，「人間

関係が良くて，自分が楽しめる仕事につきたい」と話したので，それを記入するように促した

ところ，記入した。 

生徒ｃは，10 年後の目指したい姿に「仕事をしながら店の手伝いをする」を書き，高等学校

卒業までに目指したい姿は「コミュニケーションをあげたい（本文のまま）」と書いており，

現状の課題は「人見知り」と書いていた。生徒ｃは，自分の課題について，しっかりと捉えら

れているように感じた。 

  学びの地図 STEP シート記入中に，授業終了時間となってしまったため，３人には授業後に，

本時の振り返りシートと３回の授業を終えてのアンケートへの記入をさせた。本時の振り返り

シートは，初回・２回の反省を踏まえ，授業内容と感想のみのシンプルな内容とした。それぞ

れが感想について，スムーズに記入していた。 

また，生徒ａは，学びの地図 STEP シートへの記入が授業時間内にできなかったため，本人

の了解を得て，授業後の時間で面談を行いながら，本人の話した内容を指導教員が記入する形

で作成した。生徒ａは，実際に話した時間が良かったと話し，本時の振り返りシートはこの聞

き取り後に記入したが，感想には，「話していくうちに自分の事を見つめ直すことができた」

と記入していた。生徒ａは，授業時の様子とは異なり，自分のことを積極的に話す様子が見ら

れ，表情は良かった。 
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(ｴ) 成果と課題 

  ３回目の成果は，「自分の課題」について，２回目とは異なる方法で再考するという 

取組により，２回目とは違った生徒たちのそれぞれの思いを引き出すことができたことである。 

２回目の実践では生徒たちが表出した「課題」そのものを具体的に考えていくという活動を行 

ったが，その課題は自立に向けての課題であるのか，生徒の理解は不十分なのではないかと感 

じるものであった。その反省をもとに，３回目の実践では，自分の目指したい姿から課題を考 

える学習を行うこととした。サンプルパッケージの一つとして「聞き取りシート」として既に 

作成していた学びの地図 STEP シートを，課題について考える学習として使えないかと考え， 

そのシートに書く順を示す等して多少の改変を加えたものを使用することとした。 

生徒ａは，心理的なことがあるのか，授業中，あまり表情がよくなく，シートの記入も一切

出来なかった。授業後に，今，考えていること等をゆっくり聞き取る中で，指導教員による記

入でシートを作成した。指導教員の投げかけによって生徒ａが表出した内容であったが，生徒

ａの思いを聞き取ることは，一定程度はできた。 

生徒ｂは一人で記入し，内容的には幼さや単純さが見られたものの，生徒ｂの思いが率直に

感じられるシートを書き上げた。 

生徒ｃも，一人で書き上げ，内容としては，目指す姿「仕事をしながら店を手伝う」に向け

て，自分の課題は「人見知り」であり，身に付けたいことは「コミュニケーションの力を上げ

ること」としており，自分の状況を現実的に捉え，また，論理的な思考についてもある程度で

きていると気付かされた。生徒ｃは，初回の授業の際に，自分の課題は「知識・常識を身に付

けること」と話していたが，今回の学びの地図 STEP シートでは，「コミュニケーションをあげ

る（本文のまま）」についての課題を記入しており，課題について表出される内容に変化が見

られた。生徒ｃにとって，「目指す姿」からの思考により，自分の中にある思いに気付くきっ

かけとなったのではないかと考える。 

  課題として，授業の流れがある。２回目の実践では，「課題」について考える機会を持った

が，３回目の実践で行った「目指したい姿から自分の課題を考える」を２回目の実践で行い，

３回目の実践で，それについての共有や意味付けを図ることができれば良かったと感じている。

生徒たちが表出した「課題」を受け止め，それは目指したい姿から見て，本当に課題であるの

かということについて，考えさせる時間を設定するべきであった。 

一方で，初回・２回目の授業における学習が，結果として，教員が生徒の実態を把握する機会にな

ったという側面がある。初回・２回目の指導とその指導における生徒の様子を踏まえたことで，３回

目の指導では，目指す姿からの自己理解を深める学習の必要性を考えるに至った。生徒の実態を把握

し，それを具体的な指導につなげけていくことの重要性を感じた。 

４ 実践の分析と考察 

   キャリア発達を支援する自立活動の授業実践を行い，目標並びに内容，手立て等が対象生徒の様

子や変容等から見て，適切なものであるかを検討するために，実践校において，授業実践を３回行っ

てきた。３回の実践を参観した対象生徒のクラス担任の教員から，面接法にて，意見を聞いた。クラ

ス担任からの話は，自立活動の内容は，今回の実践に関しては，生徒の実態から見て概ね良好であっ

たものの，自立活動は，自分の課題という難しいテーマを扱うため，さまざまな留意する点があると

いう回答を得た。具体的には，コグトレは，作業的で取り組みやすいので，取り組む目的を理解させ

た上での取組は有用であること，さらには，生徒と教員の信頼関係の重要性等についての話を聞くこ

とができた。 
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クラス担任の話 

３回目の授業について 

・ 課題を考える学習について，生徒はしっかりと取り組むことができた。関係ができており，相

手を思いやる気持ちがあったことによる所も少なくないと考えられる。通級指導を必要とする社

会性に課題を抱えた生徒にも有効かどうかは，検討を加える必要がある。 

・ 今回の学習は，２回目と同様，３人が同じ場所で同じ時間に違う内容について取り組むという

ものであった。個別のワークシートを使うことで，各自が学習を進めることができた。課題を有

する生徒の多くは一対一で対応してくれることを望んでいる。そうした生徒への対策にも，留意

する必要があるのではないか。 

認知機能強化のトレーニング（コグトレ）について 

・ なぜ，何のためにやっているのかを分かって行う認知機能強化のトレーニングは，有用ではない

か。 

「課題について考えよう」について 

・ 学びの地図 STEP シートを使った学習は，課題について無理に考えるという側面もあったと思

われる。 

・ 学びの地図 STEP シートの使用は，生徒ｃにとっては，新たな思いが引き出される形となりよ 

かった。 

・ 記入した課題が，本当に自分の課題なのか，という視点を，生徒自身が持つことは大事なので

はないか。課題を自覚することは簡単なことはではないし，課題に気付けば，半分解決したよう

なものなので，気付きについての学習をしっかりと行えればよい。 

・ 課題について，気付かせたり考えさせたりする学習に，絶対的なものはないと考える。気付か

せたり，考えさせたりするきっかけづくりとして，何が有効なののかを考えることが重要かもし

れない。楽しくやれる学びかどうかも，重要な視点なのではないか。 

生徒は主体的に自分の課題に向き合っていたか。 

・ 難しかったと思う。しかしながら，欠席や遅刻もなく，この授業へしっかりと臨めたことの意

味は小さくないと思われる。自立活動になっていたと思われる。 

その他 

・ 今回は，初回の交流等で関わりができたのでよかったが，教員と生徒の関係性がないところで，

自立活動を行うことは，ハードルが高いと思われる。自立活動を行う上では，信頼関係が重要で

ある。その構築についても，考えておく必要があるであろう。 

 また，３回の授業を終えての実践の対象生徒のアンケートからは，次のような内容が示された。 

生徒ａは，授業について，自分の課題を考える機会になったと感じ，自立と社会参加に向けて役立つ

と回答した。 

生徒ｂは，認知機能強化のトレーニングは，自分の認知の特性について気付く学びとなり，自分の課題

について考える学習はよい機会となったと考え，自立と社会参加に向けて役立つと回答した。 

生徒ｃは，課題について個別の内容で学ぶことについてよいと感じ，自立と社会参加に向けて役立つと

回答した【表25】，【図40】。 
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【表 25】実践の対象生徒のアンケート 

 生徒

ａ 

生徒

ｂ 

生徒

ｃ 

記述 

１ 認知機能強化のトレー

ニングは，認知を理解する

きっかけとなったか 

分から

ない 

なった なった 生徒ｂ…トレーニングで自分のことを知れた 

生徒ｃ…いろいろ知れた 

２ 認知機能強化のトレーニン

グを行ったことで，自分の認

知の特性に気付いたか 

思わな

い 

思う どちら

ともい

えない 

生徒ａ…意外とぼんやり聞いていることに気付いた 

生徒ｂ…書きミスに気付けたから 

生徒ｃ…どの程度か分からないから 

３ 自分の課題を考える学

習や学びの地図 STEP シー

トの学習では，今の自分の

課題について考える機会

となったか 

なった なった 分から 

ない 

生徒ｂ…自分の課題について考えれたから 

４ 自分の課題について考

える学習では，プリントの内

容が一人一人で異なってい

た。個別の課題に取り組むこ

とについてどう思うか 

よいと

思う 

よいと

思う 

よいと

思う 

生徒ｂ…いろいろな人の考え方が知れたから 

生徒ｃ…人それぞれだから 

５ 自立と社会参加に向け

て，３回の学習は役立つと

思うか 

思う 思う 思う 生徒ａ…話してて気付くことが多かった 

生徒ｂ…自分の課題を見つけれたから 

生徒ｃ…いろいろ分かった 

 

【図 40】対象生徒アンケートの結果（回答数３人） 

0 1 2 3

分からない

ならない

なった

１ 認知を理解する

きっかけとなったか

0 1 2 3

どちらともい…

思わない

思う

２ 自分の認知の特性に

気付いたか

0 1 2 3

分からない

ならない

なった

３ 自分の課題について考える

機会となったか

0 2 4

分からない

よくないと思う

よいと思う

４ 個別の課題に

取り組むことについて

0 2 4

分からない

思わない

思う

５ 自立と社会参加に向けて

３回の学習は約立つと思うか
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生徒３人が肯定的な表現をしたのは，「個別の課題に取り組むことについて」と「自立と社会参

加に向けて３回の学習は役立つ」という回答内容であった。この回答からは，自立と社会参加に向

けての気付きを得る機会になったと推測できる。また，全員一致ではなかったものの，２人が肯定

的な表現をした，認知機能強化のトレーニングや自分の課題や自立に向けての現状を考えたことは，

機会の提供としてはよかったと感じている。 

以上のクラス担任からの聞き取りや実践の対象生徒のアンケート内容から，実践について，下記

のように考察した。 

(1) 内容 

  ア 認知機能強化のトレーニング 

(ｱ) 異なった種類の認知機能強化のトレーニングを体験することは，「認知」の働きや自 

己の「認知」の特性を知る機会としては有用である。 

   (ｲ) 「認知機能強化のトレーニング」を行う際には，それをなぜ行うのか，何のために行

うのかを仕事の場面等の具体例を踏まえて説明することにより，「認知」の特性等への

理解や気付きが得られる。 

   イ 「自分の課題について考えよう」 

   (ｱ) 学びの地図 STEP シートの取組には個人差があるので，指導教員が丁寧に関わり，問

い掛けにより内容を深めて記入を促したり，記入の難しい生徒とは面談をしたりする等

して，聞き取ったり，書き取ったりしていくことが必要である。 

   (ｲ) 学びの地図 STEP シートは，生徒の思考や表出について，指導教員が理解する有用な

資料となる。 

   (ｳ) 課題について考える学習は，何かをやりながら話をする等，生徒個々の実態によって

さまざまな学び方が考えられる。 

 (2) 手立て 

  ア 同じ時間に同じ場で複数の生徒が学ぶ時には，個別に取り組めるワークシートを用意す 

ることは有用。しかしながら，内容や生徒の実態から見て，個に十分な時間がとれるか等 

の検討を行うことが必要である。一対一の対応の時間が確保ができるとよい。 

(3) その他 

   ア 自立活動は，自分の「課題」という非常に難しいテーマを扱うので，指導教員と生徒の 

関係性ができていることが必要になる。 

   イ (3)アの生徒の情報収集を行う上で，クラス担任から生徒の様子を聞いたり，指導教員 

が通級による指導の様子を担任に伝える等の情報交換は必要となる。特に，クラス担任に 

よる通級による指導の授業参観後に，授業の学びの様子を共有することは，有用である。 

 

 

 (4) (1)～(3)を踏まえてサンプルパッケージへ反映できる内容 

   ア (1)アを踏まえた，認知機能強化のトレーニングを行うに当たっての留意点の掲載 

      →「ワークシート編」 

   イ (1)イを踏まえた，学びの地図 STEP シートの記入に当たっての留意点の掲載 

      →｢準備編｣ 

   ウ (2)(3)を踏まえた，通級による指導を行うに当たっての留意点の記載 

      →「ワークシート編」 

  実践を踏まえて見えてきたものは，３回のみの実践であっても，多様な意見が得られたという点

である。今回の実践は，クラス担任１人と生徒３人の計４人からお話を伺ったり，記入してもらっ
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たものである。そこでの，授業における内容や手立てに関する捉えは多様かつ個別であり，よい内

容や手立てを絞ることは難しく，汎用性を求めることはできないということを実感するものであった。 

今回は，仮想の場における実践であり，通級による指導の進め方等に関する事前面談等は行って

いないが，より具体的な内容や手立てについて，面談等で共通理解をしていくことが，個別に対応

したよりよい自立活動の在り方を支えると考えた。 

５ サンプルパッケージの分析と考察 

   昨年度，高等学校における通級による指導の研究に関わった紫波総合高等学校の通級担当の教員

２人に，サンプルパッケージ２編を見てもらい，回答を得た。「準備編」については，特に，「学び

の地図 STEP シート」と「自立に向けてのチェックシート」の様式について，日頃の生徒の支援に

関わるさまざまな実態や通級による指導に関わる課題と合わせながら聞くことができた。 

「準備編」について 

・ 学びの地図 STEP シートについて… 

【書き方について】 

・ 記入する際に，本人の努力でできること，一次的支援でできること，個別の指導を要すること

の区別を明確にするとよいのではないか。 

・ 記入する際に，自立についてのイメージについて尋ね，自立とは何かを明確にしていけるとよい

のではないか。 

【様式について】 

・ 目指す姿から自分の課題を考えるのであれば，図中の順序性を表す矢印は逆でもよいのではな

いか。 

・ 記入する際に，学校生活・学習・人との関わり・就労のどの点からでも尋ねていける様式にな

っているのではないか。 

【掲載に関わって】 

・ 「準備編」に，学びの地図 STEP シートと，「ワークシート編」の各ワークシートのミニ版を並

列して載せると分かりやすいのではないか。 

【生徒の実態に関わって】 

・ 何を学びたいかということが生徒から出てこない場合，教員が言葉を補って聞き取っていく必

要があるのではないか。 

【その他】 

・ 学びの地図 STEP シートは，課題を克服していくために，何が必要かを生徒に考えさせる材料に

なるのではないか。 

・自立に向けてのチェックシートについて… 

【回答方法について】 

・ 生徒は，未経験でも「できる」と回答してしまいがちなので，「やっている」「やったことがな

い」という項目を起こした方がよいのではないか。 

・その他，「準備編」全体へのご意見 

・ 生徒指導要録の様式と記載の方法についても，今後明示されると分かりやすいのではないか。 

・ 就職用の調査書の記載箇所と記載方法についても，明示されると分かりやすいのではないか。 

「ワークシート編」について… 

【活用方法について】 

・ １時間のワークシートだが，生徒の実態に合わせて２時間にする等の工夫ができるのではないか。 

・ キャリアについて順序立てて書かれているので，どういう方向性で指導してよいか分からない
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時の資料になるのではないか。 

【その他】 

・ 想定される人物の登場によって，特性に合わせた指導が見やすくなっているのではないか。 

その他 

・ 生徒には，就職先での暗黙の了解と思われる事柄について，あらかじめ伝えておく必要がある

のではないか。（例として，守秘義務，報連相，休暇・やむを得ない遅刻・早退・欠勤の連絡方法，

等。） 

以上の紫波総合高等学校の通級担当の２人の教員からの聞き取りから，下記のように考察した。 

(1) 「準備編」にについて 

ア 学びの地図 STEP シート 

(ｱ) 生徒の気付きがない場合，学びの地図 STEP シートを用いていくことによって，気付

きを持たせたり深めたりできる。 

(ｲ) 学びの地図 STEP シートを用いることによって，本人の考える自立のイメージを明ら 

かにし，個別の指導計画や個別の教育支援計画の作成につなげられる。 

   イ 自立に向けてのチェックシート 

     「やっている」という経験を問う内容にすることで，生徒が記入しても客観的な把握が 

できるので，実態把握，個別の指導計画や個別の教育支援計画の作成に役立つ資料となる。 

  (2) 「ワークシート編」 

   ア １時間の指導案を基本として，生徒の実態に合わせてアレンジして使える。 

   イ さまざまな生徒の困難さ（主に職場における暗黙のルールの理解）を把握し，それに対 

応していく内容を「発展編」として作成できるとよい。 

  (3) その他 

     生徒指導要録と就職用の調査書について，表記の仕方にまだ確認すべきところがある。 

 

 

 (4) (1)～(3)を踏まえてサンプルパッケージへ反映できる内容 

   ア (1)アを踏まえた，学びの地図 STEP シートの様式の文言の見直し  

      →「準備編」 

   イ (1)イを踏まえた，自立に向けたチェックシートの文言の見直し 

      →「準備編」 

   ウ (3)を踏まえた，指導要録記載に向けての留意する点についての情報提供 

      →「ワークシート編」 

   紫波総合高等学校の２人の教員からは，実際の生徒に使用することを想像しながら，「準備編」

の学びの地図 STEP シートや自立に向けてのチェックシートの語句や内容等ついて意見を聞いた。

各シートについては，誰が用いてもスムーズに理解でき，理解に齟齬のない語句を用いる必要性や，

生徒の実態に合わせて選択肢を用意する重要性を認識した。生徒の自己理解が深まっていない中，

各シートを有効に活用することで気付きにつなげ，通級による指導を行う難しさを軽減させたいと

いう現場の思いを，改めて考えさせられた。また，「ワークシート編」の内容については，生徒の

実態に応じてアレンジして使えるという話の一方で，より多様な実態への対応の参考になるような

ワークシートが必要とされることが分かった。さらに，職場における「暗黙の了解」について，可

視化して伝えていくためのサンプルとなるような，ワークシートの作成が必要と感じた。 

   生徒指導要録や調査書の記載については，高等学校における通級による指導が初めてであること

から戸惑いがあることが分かった。記載箇所の確認や記載内容の必須事項，個別の指導計画の目標
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とどのように行うのか，単位の認定はどのような評価のもとで成り立つのか等，確認や調整すべき

点は多い。また，企業等への情報提供の在り方や内定先企業への「移行」支援に関わる問題でもあ

り，今後検討されていく必要がある。 

 

Ⅷ 研究のまとめ 

 １ 全体考察 

   本研究は，キャリア発達を支援する自立活動について，理論と実践の二つの側面から探り，その

提案を通して，高等学校における通級による指導の充実につなげていこうとするものであった。 

   研究の基本構想に基づき，理論ベースでは，サンプルパッケージとして「準備編」並びに「ワー

クシート編」の作成を行い，実践ベースでは，仮想的な場における自立活動の授業実践を３回行っ

た。また，授業実践の際には，サンプルパッケージの内容を参考にし，授業実践の内容をサンプル

パッケージに生かすという双方向の流れで行うこととし，同時進行で進めてきた。 

   その結果，高等学校での通級による指導や自立活動に関わっての理論や実践について，その具体

を明らかにしていくことができた。以下，研究の構想の手立ての項立てに沿って，考察する。 

  (1) サンプルパッケージ「ワークシート編」 

    個に応じた支援である自立活動において，サンプルとしての教材をパッケージで示し，想定さ

れる２名の人物に合わせた個別支援の具体例を併せて示した。サンプルだけではなく具体例も示

したことにより，昨年度の研究に関わった高等学校の教員から，生徒の特性に合わせた指導の参

考になるとの感想が得られた。このことから，パッケージと想定される人物に合わせた個別支援

の具体例を示したことにより，キャリア発達を支援する自立活動のイメージを持つことが可能に

なったと考えられる。 

  (2) サンプルパッケージ「準備編」 

    高等学校の教員にとっては，「見立て」の参考になる資料が必要と考えた。自立活動が始まる

までの流れに着目し，三者面談等で活用できる「目指す姿の共有」のための学びの地図 STEP シ

ートを作成し，個別の指導計画の作成に向けての「見る」の一例を示した。また授業実践におい

て，学びの地図 STEP シートを教材として活用したところ，本人の「目指したい姿」や自立に向

けた課題を引き出すことができた。 

    また，個別の指導計画の項目選定，実態把握，目標立てについての参考資料となるものを提示

したいと考え，個別の指導計画作成に関わる参考資料とを作成して，目標設定に向けての５ステ

ップを作成した。昨年度の研究に関わった高等学校の教員から，個別の指導計画を作成する際の

参考になるとの感想が得られた。このことから，「見立て」に関する様式や参考資料の提示によ

り，キャリア発達を支援する自立活動のイメージを持つことが可能になったと考えられる。 

  (3) 実践 

    ３回の実践では，自己理解を進めるという目標に向けて，さまざまな学習活動を行った。３回目の 

学習活動で，学びの地図STEPシートを使用したところ，生徒によっては，自分が日頃考えていた課題 

と，学びのSTEPシートを記入する中で考えた課題が異なるという様子が見られ，課題について新たな 

気付きを得たと思われる。このことから，生徒が自己理解を進める一つの方法として，学びの地図STEP 

シートを活用できると考えられる。 

 一方で，本人から出てきた課題と指導教員が見立てた生徒の課題が異なるということが見られた。

その差異について，なぜ起きているのか，それをどのように近付けていくことができるのか等の検討

を行うことはできなかった。通級による指導実施予定の高等学校の教員が，生徒の気付きの重要性を

話していたが，「目指す姿の共有」を図っていく過程については，課題が残った。 
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  (4) 全体を通して 

    サンプルパッケージは，高等学校の教員がキャリア発達を支援する自立活動をイメージしやす

くするために作成した。国立特別支援教育研究所の若林上総主任研究員のご助言から，通級によ

る指導の学びを生徒がどのように他の場で生かしていくかについて明らかにする必要性が話さ

れ，サンプルパッケージ「ワークシート編」の想定される人物が思いを語るところで，生徒たち

自身が学びを生かそうとする姿勢を描いた。また，その姿勢を応援する通級による指導教員の指

導の方向性についても，指導上のポイントとして示した。しかし，通級による指導の学びを生か

していくには，通級による指導を受ける生徒や指導教員のみならず，クラス担任や教科担任がど

のように関わっていくか，またそうしたことをどのように学校の教育活動の中にどのように位置

付けていくことかということを明確にし整理することが重要になる。そうした通級による指導外

の場面における関わりが，通級による指導の充実に結びついていく様子については，「学びの連

続性」を含めて，示すことができなかった。 

２ 研究の成果 

(1) 高等学校におけるキャリア発達を支援する自立活動の基本構想 

     高等学校におけるキャリア発達を支援する自立活動について，通常の教育課程で行われるキャ

リア教育の内容を踏まえた上で，特別の教育課程としての通級による指導の在り方について，基

本構想としてまとめたことは，自立活動の学びの在り方を考察する上で，有効であった。 

(2) 高等学校におけるキャリア発達を支援する自立活動の授業実践の分析と考察 

     通級による指導におけるキャリア発達を支援する自立活動について，個別の指導計画に基づい

て，自立活動の内容を検討し，授業実践を行ったことは，前例の少ない高等学校における自立活

動の実践に関わる指導例や指導に関わる留意点を知る上で，有効であった。 

 (3) 高等学校におけるキャリア発達を支援する自立活動のサンプルパッケージの作成 

    「準備編」として，「見立て」に関する資料をまとめ，「ワークシート編」として，35 時間分の

ワークシートを作成したことは，指導教員等がキャリア発達を支援する自立活動の指導につい

てイメージしやすいものを作成できたと捉えられる点で，高等学校における通級による指導の

充実についての一提案として，有効であった。 

３ 今後の課題 

 (1) サンプルパッケージの活用について 

サンプルパッケージを，個別の指導計画や個別の教育支援計画に基づいて，どのように改変し

て活用していけるか等，その有用性についての検証が必要である。 

 (2) 本研究では扱えなかった課題について 

本研究では扱えなかったが，今後，高等学校における通級による指導において，検討されてい

く必要性のある課題が，本研究の検証等を行う過程で明らかになった。これらの課題を検討する

ことは，高等学校における通級による指導の充実につながっていくものと考え，以下に掲載する。 

・対象生徒となるまでの，生徒自身の困難さの「気付き」と教員による「気付き」の涵養について 

・自立活動を行う上での前提としたい，生徒と指導教員の関係性の構築の在り方について 

・生徒指導要録への記載等について 

・調査書への記載等について 

企業等への情報提供の在り方と個別の教育支援計画等を用いた企業等への「移行」について 
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<おわりに> 

  長期研修の機会を頂きましたことに感謝申し上げます。研究に対するご助言を頂きました，国立特

別支援教育総合研究所の主任研究員の若林上総先生，紫波総合高等学校の先生方，また，実践にご協

力をいただきました，実践校の先生方と生徒の皆さんに，心からお礼を申し上げます。関係機関各位，

所属校の先生方にお礼を申し上げます。 
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